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　昨年の秋、「誰も独りでは生きられない」という本に出会った。この本は、ある出版社が「あな
たが最も影響を受けた人は誰ですか」というタイトルで全国的に募集して、応募作品446点の中か
ら64点を選び、対象者を家族、恩人、知人、著名人、教師に分けて、編集したものである。14才か
ら81才の方々の作品で、すべて自分以外の折々に出会った人々の力によって助けられて、生きてゆ
く姿が描かれている。
　私は今まで出会った多くの方々に多岐に亘りお世話になり、その蓄積で今日があるが、若い同窓
生の今後に参考になれば思い、その一端を紹介させていただく。
　中学は旧制最後に入学したので、結果的に中高一貫校を卒業したことになり、高校卒業20年に第
１回同期会を開き、以後毎年百名以上の出席者を得て今日まで続いている。四百名いた仲間も三百
名近くになったが、同期の絆は極めて強い。私の場合は卒業の時、サッカー好きのクラスメート７
名（後に事務系会社員３、役人１、外交官１、医師１、小生）でグループを結成して、今も懇意に
していることで、ものの見方、発想等で大きな影響を受けている。
　大学では専攻が応化なので類似人間の集団かと思ったが、囲碁に夢中になって他部へ編入した
者、回り道して教授になった者、実験等で暇の無い中、運動部の中枢で頑張った猛者等、結構個性
的な人が多く学びとることが多かった。
　同窓生で大変お世話になった方には、同門会で数回お会いしことのある１年先輩の伊藤右橘様が
東邦亜鉛の社長の時、関連会社のアルキレーション装置の運転開始を控え、三菱金属に断られた廃
硫酸の処理を、社長決断で設備投資をされ窮地を救っていただいたこと、卒業後２回お会いしただ
けの１年先輩の矢田邦夫様が東京ガスの常務の時、東京ガスのLNGタンク建設時、地主が三菱石
油の関連会社でありながら、工事にタッチできず困り果てていたところ、話が私のところに回って
きて、顔を立てていただいたことがある。
　三菱石油の中では、昭和49年の重質油流出事故の後始末で安全課長となり、近隣各社、漁協、行
政（県、市、消防、警察、海保）等と不慣れな対応に追われたが、蔭で多くの方に支えられた。特
に消防からの過重な要求に困っていたが、たまたま岡山県警本部№２に高校同期のN君がおり、彼
のアドバイスで行政監察局という機関があることを知り、ここを活用して消防の要求を取り下げて
もらい、過大な設備投資の抑制が出来た。また、昭和60年の石油業界不況時に思いもよらぬ企画部
長を拝命し、何をすべきか一時途方に暮れたが、今まで出会った多くの方々のご指導・ご支援でな
んとか使命は果たせたと思っている。
　さて、ここで多くの同窓生の出会いで始まり実績を上げてきた活性化委員会に触れてみたい。２
年半前に活性化委員会を立ち上げの時参集した方々は、各会社で主要なポストにおられた豊富な経
験の持ち主で、殆どの方が初対面であった。出席者の出身会社も経歴もよく判らず、応化会の活性
化という漠然とした目標に向かって議論を進めた。会社内のように制約無しの議論でなかなか纏ま
とまらなかったが、出席者の多くが社内で会議を取り仕切っていた人達であり、時間の経過と共に
実行すべき内容がみえ始め、２ヶ月かけて現在活動中の４委員会体制となった。その後、若いボラ
ンティアの方々が参加され、会員の皆様が既にご承知のように、各委員会の活動内容が充実し実績
が伴ってきました。各委員が、個人的な時間を割いて各テーマに精力的に真摯に取組む姿勢は、ボ
ランティアの域を越えたものと感謝の気持ちで一杯です。
　活性化委員会の活動については、未だ若干の抵抗をお持ちの方もおられるようですが、理工学部
の再編を控えてもおり、もっと度量を大きくもたれ、応化会の発展のために智恵を結集していくべ
きだと思っています。

活性化委員長　中川文博
出会いを大切に
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【理工学部の沿革と再編】
　1882年10月21日に創立した早稲田大学は、2007 
年に125周年を迎えるが、理工学部の前身の理
工科は、1908年に創設された。従って、理工学
部は、2008年に100周年を迎えることになる

（図1　応用化学科の沿革）。理学と工学を合体
させた、いわゆる理工学の概念は、全国でも初
めてのもので、まさに理工学部の元祖と言え
る。その元祖理工学部は、2007年４月、理工学
部の理念は残しつつ、３つの理工学部、先進

（Advanced） 理 工 学 部、 基 幹 理 工 学 部
（Fundamental）、創造（Creative）理工学部に
再編されることになった。当初、名前が決定し
ないとき、A学部、B学部、C学部と仮称して
いたが、基幹の英語名をBasicとしていたら、
その通りになるところであった。再編の意義
は、①早稲田大学125周年、理工学部100周年を
迎え、少子化が予想できる21世紀の大学の生き
残りのため、②一つ理工後部では学科数が多
く、また多岐にわたっているので、学部を3つ
に分割し、すなわち、ダウンサイズして密な議
論、融合を促進するため、③本学における理工
系の声を強くするため、④学科を新生、あるい
は新しい学科を創生する、などを挙げることが
できる。

【理工学部の再編後の枠組み】
　３学部17学科に再編してスタートする。先進
理工学部は、自然科学を基礎に、生命科学やナ
ノテクノロジーといった先端領域を研究する。
また、学科・専攻の枠を超え、最新の学術分野
に進む「先進融合クラスター」制度を導入し、
世界で活躍できる人材の育成を目指す（図２）。
我が応用化学科は、先進理工学部に所属するこ
とになる。この先進理工学部は、６学科で構成
され、生命医科学科が新設され、応用化学科か
ら、武岡真司、常田聡の両教授が移籍する。基
幹理工学部は、６学科で構成され、電子光シス
テム、表現工学学科が、新設される。創造理工
学部も、５学科、２領域で構成され、知財・産
業社会政策領域、国際文化領域の２つの領域が
スタートする。
　詳細は、URL　http://www.sci.waseda.ac.jp 
/global/about/declare/index04.html を参照さ
れたい。

図２　先進理工学部の構造

【先進理工学部　応用化学科として、飛躍】
　全国の大学が、環境、生命、物質、材料など
人目をひく名称をつけた学科名に改組している
中、我が応用化学科は、応用化学の名称にこだ
わり、応用化学の学問を基盤として、様々な分
野に、役立つ化学、役立てる化学を送り出し、

総　説

理工学術院　応用化学専攻　教授
応用化学科　主任、応用化学会　副会長　平沢　泉

「理工学部再編成と応用化学科」



3

貢献しようとしている。その成果は、21世紀COE
「実践的ナノ化学研究・教育拠点」として採択
されたこと、大型プロジェクトを獲得している
ことからも明らかであり、さらにグローバル
COEへの展開も模索している。応用化学科の紹
介のビデオを、以下のサイトでご参照ください。
http : //www.sc i .waseda . ac . j p/v i s i t o r/
applicants/video/

新生応用化学科は、以下の点が変わる。

Ⅰ　先進的研究を目指す
　役立つ化学、役立てる化学を目指す。すなわ
ち、応用化学の基礎学問を、実験、講義、演習
を通して積み上げ、ナノテクノロジー、生命、
環境、材料、医薬品、機能化学品、エネルギー
などの分野に貢献できる実践的で、かつ世界に
貢献できる研究者、技術者を育てる。

Ⅱ　教育カリキュラムの改進
　主要４科目（無機化学・有機化学・物理化
学・化学工学：1・２年生配当）の必修科目に
ついて講義内容を見直し、より基礎的な内容を
充実させている。主要4科目に連動する少人数
編成の演習を並行して行い、講義内容の理解を
深められるようにしている。
　実験を重視した学科で、既存の実験科目につ
いても実験項目を刷新し、いずれの実験科目で
も講義・演習と連動させる内容を充実させてい
る。その他、様々の分野が理解できる選択科目
も数多く設置されている。

Ⅲ　研究の実践と社会との連携
　先端研究を実践するとともに、社会との連携
を目指している。
　先端研究を推進する応用化学の各分野：無機
化学　黒田 一幸 教授、菅原 義之 教授、触媒
化学　菊地 英一 教授、松方 正彦 教授、関根   
泰 准教授、化学工学　酒井 清孝 教授、平沢 泉 
教授、小堀　深 専任講師、応用生物化学　木野 
邦器 教授、桐村 光太郎 教授、高分子　西出 
宏之 教授、小柳津 研一 助教授、有機合成化学   
竜田 邦明 教授、細川 誠二郎 准教授（2007年
４月から、助教授は、なくなり、准教授になる。）
そして、図３に示す先端分野への展開を目指し
ている。

図３　先端分野への展開

有機無機ハイブリッド新素材 
医薬品の全合成 
燃料電池 
NOxガスの浄化 
有機ラジカル電池 
バイオテクノロジー 
人工臓器 
環境浄化プロセス 
など

【新生応用化学科をもっと知るには】
　応用化学科は、教員、学生のみならず、応用
化学会（応用化学科卒業生の会）と連携して飛
躍しようとしている。応用化学科や、応用化学
会を知るための以下のサイトをご覧ください。
応用化学科高校生向けサイト
　　　http://www.waseda-appchem.jp/
応用化学科研究者向けサイト
　　　http://www.appchem.waseda.ac.jp/
応用化学会（OB,OG会）
　　　http://www.waseda-oukakai.gr.jp/
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　世界各国の高校生が化学の力と技を競う国際
化学オリンピック（ICｈO）が、2010年７月に
日本で開催されることが正式に決定した。これ
を受けて昨年12月には化学オリンピック日本委
員会が発足したが、その実験試験が本学大久保
キャンパスにて実施されることとなった。

　ICｈOは1968年に旧東欧諸国を中心に第一回
大会が開催され、以降毎年７月に開催されてい
る。各５時間の実験問題と筆記問題が出題され
るが、現地で提示される主催国の原案（英語）
を、各国のメンター（公式役員）がそれぞれの母
国語に翻訳して代表生徒に提供する。採点は主
催国が全代表生徒について、また参加各国のメ
ンターは自国代表生徒分について行ない、両者
の結果をつきあわせて得点を決定する。成績優
秀者には金メダル（上位10%）、銀メダル（次の
20%）、銅メダル（その次の30%）が授与される
が、あくまで「個人戦」として扱われ、国毎の
得点集計による表彰などは行われていない。ま
た、約10日間の会期中、試験以外の時間には開
催国の文化に触れる行事や、スポーツやゲーム
などを行うさまざまな「エクスカーション」プ
ログラムが用意され、各国からの参加者との交
流が深められるようになっている。ICｈOには
近年は例年60余か国が参加している。１国あた
りの代表生徒は規定により４人以内となってい
るが、メンター等をあわせると参加者は総勢500
人規模となる。

　ICｈOは上記のように旧東欧諸国を中心に始
まったが、欧米やアジア諸国も参加する国際的
な大会となった1980年代後半には、日本の参加
も検討され、日本化学会より応用化学科の竜田
邦明先生らのオブザーバー派遣もなされたが、
代表選抜方法や訓練サポート体制などの面か
ら、当時は参加が見送られた。その後、1990年
代後半より「夢・化学-21」の支援を受けて全
国高校化学グランプリがスタートしたことから

再度参加への機運が高まり、2003年の第35回大
会（ギリシア）から代表生徒を派遣するに至っ
ている。そして、昨年の第38回大会（韓国）ま
での4回の参加で、毎回ほぼ全員がメダルを得
るという好成績を残している。なお応用化学科
をはじめとした本学理工系学科では、2007年度
入学生より、化学グランプリの成績上位者に対
する特別選抜入学試験制度（書類専攻および面
接による合否判定）を導入している。

　代表生徒派遣を果たすと、次には日本での大
会開催も急速に現実味を帯びたものとなってく
る。そこで、日本化学会・化学教育協議会の化
学グランプリ・オリンピック担当の委員会を中
心に検討が始められ、2006年の韓国大会時に開
催された国際運営委員会で、2010年の日本での
開催が正式に承認された。これを受けて発足し
た化学オリンピック日本委員会には、応用化学
科からも竜田邦明先生（組織委員会副委員長・
科学委員会委員長）、西出宏之先生（高分子学
会会長・組織委員会委員）、菅原義之先生（組
織委員会委員・実験問題委員会委員長）、本間

（組織委員会委員・広報委員会委員長）をはじ
めとしたメンバーが既に運営に関わっている
が、これから本格的に準備を進めていく過程
で、作題や運営、各種行事、各国参加者の支
援、またこれに関連した各種イベントなどに多
くの先生方や職員の方々も参画する予定であ
る。また、これから大会開催に至るまで、応用
化学会会員の皆様方のご支援を、心からお願い
致したい。

応用化学科　本間敬之

国際化学オリンピック(IChO)、
本学大久保キャンパスにて開催（2010年７月）
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　いよいよ新企画の“先生への突撃インタビュ
ー”がスタートすることになりました。本企画
は、教室とOBとの連携を強めることで、早稲
田大学の応用化学科が、今後ますます隆盛にな
っていってもらいたいと考えたOB会活動のひ
とつです。
　平成16年に活動を開始した応用化学会活性化
委員会ですが、会報にもすでに報告されている
ように、応用化学会組織の強化や財政基盤の強
化を図り、教室の研究レベルの向上支援や大学
間競争に勝ち抜いてゆくために、応用化学会に
関わる者すべてが、自覚を持って、自ら行動
し、お互いが連帯意識を持ち続けることが重要
と思います。
　活性化委員会の広報活動の一環として、これ

からもHPや会報を通じて、情報の発信を継続
してゆくことが大切だと考えています。
　新たな企画として、企業の新製品開発などに
役立つ情報を、教室側の先生方に提供していた
だき、大学と企業間の情報交流のきっかけが生
まれてくるようにしたいと考えました。可能な
限り、素人に理解しやすいような内容とするよ
うに心がけてゆきます。
　まず、トップバッターとして平沢　泉教授に
ご協力をお願いしました。平沢先生は、皆様ご
存知のように応用化学科をご卒業された後、㈱
荏原製作所で水処理技術の研究開発に従事され
ましたが、その後母校の出身研究室で、研究と
同時に若手研究者の育成にあたられておられま
す。

 活性化委員会　広報委員会　長谷川委員長

突撃インタビュー　～新企画のスタートについて～

先生が研究を始められたきっかけは何ですか？
───溶液のゆらぎの中から、結晶が生まれる

のを見た。

　学生時代、それも高校生のとき、水俣病、イ
タイイタイ病などの公害問題をはじめとする化
学物質による人体、生態系への悪影響を目の当
たりにして、物質の特性を追求する化学の分野
に入り、公害問題の解決に貢献したいと思うよ
うになりました。また、大学に入ってから、岩
波文庫から出された中谷宇吉郎の「雪」とゆう
作品に出会って、結晶の形状、析出過程に興味
をいだき、研究室で晶析工学を専攻しました。
顕微鏡で、透明な溶液から結晶核が生成する過
程を見ていると、液がゆらいで、そのゆらぎの
中から結晶が生まれてきたのです。そのときの
感激は、今でも、しっかりと目に焼きついてお

り、現在もその感激が研究の原点になっていま
す。環境問題と晶析工学の境界領域に、晶析工
学を駆使した物質循環型環境浄化プロセスがあ
って、それが現在の研究につながっているよう
に思います。

先生の研究理念を教えてください。
───結晶は生きている。結晶は生物と無生物

の間にある。

　晶析工学に基
ついて、操作、
装置の設計、プ
ロセスの開発を
行いつつ、希望
の結晶を創成す
るための新規な
概念を地道に追
求し、世界に工学的な貢献をしたいと考えてい
ます。私の座右の銘としては「結晶は生きてい
る。結晶は、生物と無生物の間にある。」があ
ります。

第１回

平沢　泉 教授
（化学工学研究室）

エマルジョン結晶化法による
炭酸カルシウムナノサイズ結晶の創製
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これからの研究の展望は？
───ナノメーターサイズの結晶の創成に力点

を。

　晶析工学においては、液相、気相中の成分
が、規則正しく配列した結晶固体になる過程を
避けることができません。今の段階では、この
液体から固体への変化過程は解明されてなく、
21世紀の大きな課題となっています。そこでこ
れからも、装置内の晶析基礎現象（核発生、結
晶成長、微結晶付着、転移など）に着目して、

・晶析工学に基ついた環境にやさしい生産プロ
セスの確立

・晶析工学を駆使した物質循環型環境浄化プロ
セスの確立

を目指していこうと思っています。特に、最近
ナノメーターサイズの結晶の創成に力をいれて
います。高分子電解質の中で、結晶生成をした
り、微水環境で光る結晶を生み出したりと、楽
しく研究をおこなっています。

大学と企業の連携で、何が重要とお考えですか？
───トランスレーター（翻訳者）が必要では。

　私は企業での研究
開発を経験して、大
学での研究についた
ことで、企業の研究
開発での取り組みの
スタンスも理解がで
きているので、大学
と企業との連携など
で必要なことを、それぞれの側へ最適な形で、
伝えることができるのではないでしょうか。大
学も企業もそれぞれの風土、文化があり、良い
点も、悪い点もあるので、できるだけ両者の良
い点を最大限に引き出すために必要なことを、
それぞれの側にトランスレート（翻訳）するよ
うにしている。これは、決して大学と企業だけ
ではなく、どの分野においても同じことが言え
るのではないかと思います。なかなか相手の立
場に立って物事を考え、取り組んでゆくのは難
しいことでもありますが、ぜひ実行してゆきた
いと思います。

ローテクとハイテクの使い道を考えては？
─── 現在のローテクはバカにできない。

　実は、ローテクもかなり進歩をしてきており
まして、過去のローテクとは、内容が違ってき
ていると思います。晶析技術の研究の歴史も古
いですから、基本の部分はローテクとしまして
も、最先端の部分では、ハイテクですよ。だか
ら、私は、いつまでも晶析技術にこだわってゆ
こうと考えているわけです。まだまだ、理論が
確立できてない部分があり、その解明に、若い
人たちと挑戦してゆければと思います。

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願いします。
─── あせらず・たゆまず・楽しんで！

　自然界の現象を五感で感じ取って、様々な学
問を自分の中に積み上げることによって、社会、
世界、地球に貢献して欲しいですね。世の中の
動向に右往左往することなく、科学的、工学的
に判断する力を身につけて欲しいと思います。
　あせらず・たゆまず・楽しんで！皆さん、知
のめぐりを良くしましょう。
 （文責　広報委員会　委員　亀井　邦明）

平沢先生の研究や経歴について、より詳細を知り 
たい方は、以下のページも併せてご覧ください。

応用化学科 研究者向けウェブサイト内の平沢
先生の紹介
　　http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/

hirasa-j.htm
応用化学科 高校生・受験生向けウェブサイト
内の平沢先生の紹介
　　http://www.waseda-appchem.jp/lab/

hirasawa.html
WASEDA.COM on asahi.com
オピニオン：環境にやさしい21世紀の結晶づく
りをめざして
　　http ://www.asahi .com/ad/cl ients/

waseda/opinion/opinion87.html
早稲田大学 理工リエゾンオフィス
【理工学部の先生の最近の研究は？】平沢研究
室（応用化学科）ってどんな研究をしているの？
　　http ://www.al l -waseda .com/news/

research/174

平沢研究室 医薬品プロジェクト
超音波班の皆さんとともに
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先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケ
はなんですか？
───微生物の多様性に無限の研究の広がりと

可能性を感じた。

　微生物をほんとに知ったのは、大学を卒業
し、企業に入った後でした。グルタミン酸発酵
の研究に取り組んだことがキッカケとなり、す
でに世界的に研究のレベルが高いところにあっ
たにもかかわらず、さらにグルタミン酸の生産
収率を高める成果をあげることができました。
この成功をはじめとして多くのバイオプロセス
開発研究とその現場への導入体験が、大学に戻
ってからの研究にも役に立っています。
　21世紀は生物化学の時代と言われ、資源循環
型社会の構築やグリーンケミストリーに代表さ
れるように、生物機能を高度に活用した革新的
バイオプロセスの開発に大きな期待が寄せられ
ています。多種多様な微生物の機能の多様性が
一つの大きな鍵であり、我々人間のありとあら
ゆる要求に応えてくれるだけの柔軟性と可能性
を持っています。微生物を知れば知るほど、そ
の多様性に無限の研究の広がりと可能性を感じ
ています。
　先人も言われているように、微生物に求めて
裏切られることはない、期待を裏切られること
は絶対にないと信じています。 

これからの研究の展望は？
───どこまで効率的な微生物利用プロセスを

作れるかに挑戦。

　応用微生物研究の分野でも、我々が希望する
機能を有する微生物や酵素をデザインすること
がある程度は可能となってきています。すなわ
ち、目的活性を有する微生物や酵素を得るため
に、従来のようにやみくもに自然界から微生物
を単離したり変異株を作るのではなく、コンピ
ュータを使って探索したり、シミュレーション
によって酵素や微生物をデザインすることがで

きるようになってきています。こうした研究へ
の取り組みには、一つにはデータベースの利用
が不可欠であり、また多くのグループとの連携
によりはじめて目的を達成することが出来ま
す。そのため、各研究グループが独創性の高い
研究を行うことが、前提として重要になります。
　我々の研究グループは、従来から、有用微生
物や酵素の探索とその機能改変研究で、大きな
実績を残してきており、これら成果を基に、他
の研究グループとも連携をとってきています。
　今後、どこまで効率的な微生物利用プロセス
を作り出すことが出来るか挑戦をしていきま
す。

大学と企業の連携では、どういうことをお考え
ですか？
───大学の研究室を企業内に置いても良いの

ではないか。

木野先生が指導されている研究室のある
かずさＤＮＡ研究所バイオ共同研究開発センター

　私も企業での研究を行ってきましたから、大
学と企業の研究の違いは理解しているつもりで
す。やはり若い大学の研究者が、大学内の活動
だけでなく、学会活動や企業との連携を通じ
て、さまざまな経験を積み上げることで成長し
ていくのだと考えています。特に、大学だけで
は体験しにくいことを、企業との共同研究を通
じて行うことができます。
　我々は工学部ですから、「新しい有用なモノ」
の製造段階までの研究に取り組むことが重要で
す。連携研究は、企業側からすれば製品をイメ
ージした目的指向の研究のアウトソーシングで
あり、大学側からすれば目的を明確に持った研
究の体験ができるメリットがあります。
　これらをスムーズに行っていくには、それぞ

第２回

木野　邦器教授
（応用生物化学研究室）



8

れの側が得意としさらに設備を持っているとこ
ろで研究を行うことが効率的で有効であろうと
思います。したがって、大学の研究室が、企業
内にあっても良いのではないかと思います。 

応用化学会の活動への期待
───共同研究などに、ＯＢの協力による企業

との連携が必要。

　これからの時代は、研究をタイムリーに行っ
ていくために、大学と企業との共同研究もスピ
ーディーに推進していくことが必要です。これ
らの情報の媒介役を担うのがＯＢの役割だと思
います。大学もＯＢの皆さんが、もっと大学の
キャンパスへ足を運び入れやすくする努力が必
要だと思います。大学の研究室の紹介なども、
専門分野ごとに接点を増やせるように、その方
法を工夫したり回数も増やすことが必要だと思
います。今、交流委員会が取り組んでいる講演
会に、このような研究室紹介などを加えていた
だければ、ＯＢの研究室の活動への理解も、さ
らに進むのではないでしょうか。活性化委員会
の今後の活動に多いに期待をしております。 

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願いします。
───大学時代は、いい意味で、遊べ。

　研究の分野は別にして、若い皆さんには、知
恵・センスを磨いて欲しい。大学時代は、失敗
をおそれずに、いろいろなことに挑戦して体験
し、そして素直に感動することが重要です。研
究がうまくいかないことの方が多いですが、そ
の過程で、自分自身の思考方法や解決方法を構
築し、どのような状況にも対応できるタフな人
間に成長してください。 
 （聞き手及び文責　広報委員会　委員　亀井　邦明）

木野先生の研究や経歴について、より詳細を知
りたい方は、以下のページも併せてご覧くださ
い。

応用化学科 研究者向けウェブサイト内の木野
先生の紹介 

http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
kino-j.htm 

応用化学科 高校生・受験生向けウェブサイト

内の木野先生の紹介 
http://www.waseda-appchem.jp/lab/kino.
html 

早稲田ウィークリー1029号掲載記事：こんな授
業！どんなゼミ？ 

http://www.waseda.jp/student/weekly/
contents/2006a/092f.html 

先端科学・健康医療融合研究機構の紹介と研究
成果および研究者紹介 

http:http://www.waseda.jp/scoe/ 
http://www.waseda.jp/scoe/kino.pdf 

（独）科学技術振興機構　研究開発戦略センタ
ーの紹介とメンバー紹介 

hhttp://crds.jst.go.jp/ 
http://crds.jst.go.jp/group/grp004.html 

かずさＤＮＡ研究所　バイオ共同研究開発セン
ターの紹介 

http://www.kazusa.or.jp/jpn/information/
information.html 

かずさバイオベンチャーネットワーク（キーパ
ーソン・インタビュー） 

http://www.kazusabio.net/keyperson.html

第３回

竜田　邦明教授
（有機合成化学研究室）

先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケ
はなんですか？
───これからは遺伝子の時代が来る。生命現

象を化学で語れるのではないか。

　1953年に、ワトソンらによるＤＮＡの二重ら
せん構造が発表され、遺伝子の勉強をやりたい
と、中学、高校の間に考えていました。バイオ
ケミストリーの研究を始めるために、慶應義塾
大学医学部へ入りましたが、当時の日本ではま
だ環境が整っていないことに気づきました。そ
んな折、慶大工学部の恩師となる梅沢先生の

「夢の新薬カナマイシンの構造決まる」という
新聞記事がでました。そこで、話を聞きに行っ
た結果、工学部に移ることになり先生の下で有
機合成化学の基礎研究と新薬の研究開発に取り
組み始めたのが、この分野での本格的な研究へ
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のキッカケです。
　天然から単離された生理活性物質を化学合成
することの意味は、新しい合成法や概念の創出
はもちろんのこと、合成によって初めて当該天
然物の構造を確証することができることや、生
理活性を確認できることです。それによって初
めて境界領域の研究も動き始めます。私の行っ
ている天然物の全合成（最小単位の原料から天
然物そのものを合成すること；平均約50工程を
要する）は最終目的ではなく、その後の展開が
重要であると考え、医薬品になりうる生理活性
物質の研究に限定しています。それでも、すで
に４大抗生物質を含め90種類以上の有用な生理
活性物質の全合成を達成し、対象の生理活性の
範囲もどんどん拡がっています。その知見を活
用して新薬もいくつか創製しました。
　そこで、「すべては全合成から始まる」とい
う概念を提唱しています。

大学と企業の連携では、どういうことをお考え
ですか？
───企業が一番望んでいることを研究の中に

取り込むようにしている。

　お互いに利用の仕方がヘタで、も
っとどんどん交流したら、お互いに
メリットがあると思います。
　過去には、企業で行っている研究
分野には、大学では取り組まない方
が良いという先生方の意見もありました。私
は、むしろ企業の研究を尊重しており、最先端
の研究がされていると考えていますので、これ
に触れることが、大学の中でも重要だと考えて
います。自分の過去の研究成果だけを、一方的
に企業に提供しているだけでは、自分達の進歩
もありません。
　「人の役に立たなければ化学ではない」と考
えておりまして、世の中のニーズを知る意味で
も、企業が今一番希望していることを、基礎研
究をやりながらも、無理してでも取り込んでい
くことが大切だと思います。大学の中でも、企
業と同じレベル、あるいはそれ以上のレベルの
実用的研究に取り組むことができる環境を準備
することが必要と考えました。
　幸いにも応用化学科の先生を中心としたプロ
ジェクトが２１ＣＯＥの「実践的ナノ化学教育

研究拠点」として採用され、「実用」にも目を
向けさせることにつながりました。　21世紀型
の研究室として重点的に整備を行い、共同研究
課題の実施により、人材の育成や、新分野の開
拓につながる研究成果も出てきております。早
稲田大学の内部に限定することなく、外部の大
学や、さらには企業の方々など、広範囲の人々
の集まる場として計画したものですので、ＯＢ
の皆さんにも、ぜひ積極的に参加して欲しいと
思います。それが、ポスト21COEにもつなが
る鍵になりますから。

応用化学会の活動への期待
───早慶の同窓会活動の差にビックリ。母校

は母港だと思います。

　早稲田の同窓会規模は、皆さんが考えられて
いる以上のものがあると思います。私は早稲田
にも、慶応にも卒業生のＯＢを持っています
が、早稲田の応化のＯＢは、もっと積極的に早
稲田の先生方を利用することを、意図的に行っ
た方が良いと思います。
　まず、最初に早稲田の先生にお願いして、企
業の研究開発などの相談にのってもらい、窓口
として、海外や国内の他大学の先生方の紹介を
受けたら良いと思います。これが同窓の“よし
み”で、ＯＢも先生もお互いに活用すべきだと
思います。早稲田の先生の中には国際的にも高
く評価されている先生も多いということを再認
識していただければありがたい。早稲田のＯＢ
はシャイな方が多いようで、自分の母校へは距
離を置いているように見えもったいないと思い
ます。母校は母港ですから、もっと積極的に帰
港してください。
　同窓会活動も、従来から話はありましたが、
行動が伴っておりませんでした。したがって、
今回の活性化委員会の活動には大いに期待して
います。 

先生が、日頃、特に気にされておられる点は何
ですか？
───社会に役立つように、化学についてのコ

メンテーターになりたい。

　私は、化学で生命現象が説明できるのではな
いかと考え、この道に入った訳ですが、現在か

竜田先生



10

なりの部分が解明されてきています。それも、
化学すなわち分子レベルで、説明ができます。
しかし、世の中では、化学のすばらしさがあま
り理解されていないように感じています。
　物理学や数学の分野では、次世代の社会への
夢を語ることができる人達がおり、有名なエッ
セイストがおられますが、化学の分野にはおら
れないように思います。化学者はフィクション
が書けないからかもしれません。
　化学の現在の進歩が、20世紀の初期の頃と異
なり、何となく理解できるために、感激が乏し
くなっており、なにもビックリすることがなく
なっているのではないでしょうか。実際には大
変なことが連続して起っているのですが。
　化学の進歩の意味と意義などについて、一般
社会の人々に、平易な言葉でコメントすること
ができればと考えています。

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願いします。
───自分でやりたいことを、こだわりをもっ

て、バカ正直に、探すことが大切。

　将来の目標に向かって、多少寄り道するぐら
いの余裕をもって、あまり直線的ではない方が
良いかもしれません。その方が、幅の広い発想
ができ、良い結果が得られるのではないでしょ
うか。
　ちょっとしたことでもよいので、こだわりを
もって生きていってもらいたい。自分で考え、
自分でやりたいことを探し求めていくことが大
切です。そして、これと思ったらとにかく愚直
に熱情と執着心をもって成し遂げる。したがっ
て、先生や先輩に言われたことを、ただやって
いるだけではダメです。自分の意志による最初
の一歩が大切です。
 （文責　広報委員会　委員　亀井　邦明）

竜田先生の研究や経歴について、より詳細を知
りたい方は、以下のページも併せてご覧くださ
い。

応用化学科 研究者向けウェブサイト内の竜田
先生の紹介 

http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
tatsut-j.htm 

応用化学科 高校生・受験生向けウェブサイト

内の竜田先生の紹介 
http://www.waseda-appchem.jp/lab/
tatsuta.html 

研究最前線　よくわかるCOE（5）　実践的ナ
ノ化学教育研究拠点>

http://www.waseda.jp/student/weekly/
contents/2003a/998i.html 

研究最前線　世界初　４大抗生物質を１からつ
くる～人類の健康と福祉に大きく貢献 

http://www.waseda.jp/student/weekly/
tokusyu/saizensen/sai939.html 

早稲田塾が選ぶ一生モノの大学恩師を紹介！　
ＧＯＯＤ　ＰＲＯＦＥＳＳＯＲ 

h t t p : / / w w w . p r o f e s s o r . j p /
archives/2005/09/post_103.html 

文部科学省　科学技術振興調整費　戦略的研究
拠点育成プログラム 

http://www.waseda-oukakai.gr.jp/letter/
classes/research_strategy_base.html 

文部科学省　私立大学学術研究高度化推進事業
ハイテクリサーチセンター整備事業 

http://www.waseda-oukakai.gr.jp/letter/
classes/research_hightech.html

第４回

武岡　真司教授
（高分子化学研究室）

先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケ
はなんですか？
───分子集合科学にハマッタのは、偶然にで

きてしまった結果からでした。

　土田英俊先生の研究室に配属となり、大野弘
幸助手（現　東京農工大学　教授）のご指導を
受けながら最初にいただいたテーマで、疎水性
相互作用によって自己集合して構築する二分子
膜小胞体（リポソーム）の、凍結乾燥体を完全
な球形として電子顕微鏡で観察することに成功
し、さらに重合領域と非重合領域とに相分離し
た膜から、これを溶剤処理して非重合領域を除
去すると、孔の開いたリポソーム（スケルトン
化リポソーム）が出来てしまいました。これを
一人で、徹夜しながら走査型電子顕微鏡で覗い
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ていた時に、ボーっと画面に浮かんできた訳で
すが、あまり見つめていると焼けてしまっては
いけないとやきもきしながら感動したことは今
でも忘れることはありません。
　しかし、この成功が悩みのスタートになると
分かってきたのは、しばらくしてからのことで
す。　全く再現性が得られず、なかなか顕微鏡
画面の中に、モノは現れてきてはくれませんで
した。重合性脂質やその分子集合体の物理的、
化学的な不安定さが原因で、条件をひとつひと
つ設定して、しらみつぶしに確認して行く作業
がしばらく続き、再会できるようになるまでに
大分時間がかかりました。しかし、これが分子
集合科学の研究にハマルようになった大きな理
由です。
　この領域は物理化学の領域でもあり、高分子
や分子集合構造の制御や、界面科学に興味をも
つキッカケとなりました。
　その後、学会発表や論文も出しましたが、世
の中の反応はあまり芳しいものではなく、特許
にもなりましたが、今から考えると、出願が早
すぎてすでに権利期間が過ぎてしまいました。
　しかしながら、この時の経験やノウハウを活
かし、原理を利用しながら人工赤血球ができる
ようになったわけです。これも当時北海道赤十
字血液センターからのヒト血液由来ヘモグロビ
ンの有効利用に関する共同研究の依頼で始まっ
た経緯があります。当時の土田・西出研究室で
は、全合成ヘムを用いた人工酸素運搬体の研究
が花盛りであり、種々の先端手法が取り入れら
れておりましたが、私の与えられたテーマは、
その傍で分子集合科学を利用してヒトヘモグロ
ビンをリポソームに内包しようとしたものでし
た。しかも、高分子イオン伝導体に関する研究
課題で学位を取得した直後でした。 

技術的な内容で、先生がポイントと考えておら
れる点はなんですか？
───医学系と工学系との技術連携がポイント

です。

　マテリアルベースのモノつくりは得意で、専
門分野の高分子化学や分子集合科学を活かしな
がら、面白い集合構造の分子集合体を作れる自
信はあります。
　しかし、本当に最後、世の中に役立つかどう

かを評価する出口の部分は、たとえば人工赤血
球なるものを生体に投与するのであれば、医学
系の先生方に評価していただかなくては先に進
むことは出来ません。既に土田先生と慶應義塾
大学医学部の小林紘一先生との間には医工連携
のチャンネルがありましたので、医学サイドで
の評価をお願いし、医療現場でのニーズを知る
ためにも共同研究を行いました。
　現在では、慶應医学部の6つの教室と共同研
究が行われていますし、その他の医学部や医療
機関とも共同体制をとっています。これは、ワ
セダにとって、ある意味では医学部がなかった
ことが幸いしたかもしれません。他大学の医学
部と必要に応じた医工連携が組め、また山手線
の内側にキャンパスがあることも地の利がある
ように思います。医学部の先生方は、医療が本
業ですから、日常が多忙を極めており、全ての
研究の準備と解析作業は、我々が自分達で行な
わなくてはならないわけです。

先生のこれからの計画を教えてください。
───生命医科学系コースの設立、立ち上げに

集中してゆきます。

　いつまでも医学部の先生方におんぶにダッコ
では申し訳ないし、自分達の考えで萌芽的な研
究を試すこともままなりませんので、どうして
も将来のことを考えると、生命医科学系の研究
現場をワセダ内に持ち、専門家を早期に育成す
ることが大切だと考えてきました。
　モノつくりから評価までを一貫して出来る体
制と、専門の人材が必要となってきています。
医学、薬学、理学、工学のそれぞれの専門家が

リポソームの走査型電子顕微鏡写真
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それぞれの場所で共同研究と称して行なって
も、やはりそれぞれの分野の専門の域を出るこ
とは出来ないわけで、融合領域の専門家は育ち
ません。今や時代を先取りできる次世代の人材
を育てることが真の意味での成果です。
　早稲田大学では、来年（2007年）の４月に理
工系の再編が行われます。新設の学科・専攻と
して、生命医科学コースがスタートします。現
在すでに来春からの新体制の準備が着々と進ん
でいます。応用化学コースとは分かれますが、
応用化学の発展の一つの形として、OBの皆さ
んには今後も見守っていただきたいと思いま
す。生命医科学コースは、東京女子医科大学と
も連携しながら、医工学分野での新たな学問領
域の創出を目指して行きます。
　私自身の研究の方向としては、早稲田大学の
得意分野であるナノテクノロジーと、生体投与
を目的とした分子集合体の製造技術を融合させ
ることで更なる技術的な展開を期待していま
す。既に早稲田のナノテク領域の先生方との連
携を軸に、21COEやSCOEのサポートを戴きな
がら集中した研究が活発に行なわれています。
しかし、今年になって国際誌“Nano Medi 
cine”が発刊され、ナノテクノロジーをベース
とした生命医科学系へのアプローチの中で、新
しいコンセプトを持った医薬品の開発が行われ
ており、我々の研究もその流れを先取りできる
かの正念場にきているところです。
　これからの時代は、学会レベルでの「出来ま
すよ」とゆうシーズの段階から、製品化や産業
の創出など、出口までの目標をはっきりさせ、
世の中に役に立つところまで、一貫した研究を
行ってゆくことが、重要であると考えていま
す。そのためにも大学と企業との連携をますま
す深めてゆく必要があります。すなわち、基礎
研究から実用化までの開発の仕組み（型）の中
に大学の研究がしっかり組み込まれてその責任
を果たして行くことが重要だと考えています。
それには解決しなければならない課題は山とあ
ります。
　自分自身の頭の中は、常に実用化を意識した
モノつくりの基礎研究を極めたいと考えていま
すが、同時に生命医科学の学問領域の教育体制
も、それと一貫させたスキームとして取り組ん
でゆきたいと考えています。

大学と企業の連携についてどのようにお考えで
すか？
───研究側からは、市場ニーズを知ること

で、研究の方向性を持つことができる。

オキシジェニクス開発の人工赤血球製剤デオキシ状態にて
パッケージングされ長期保存可能

　とはいうものの、研究段階から実用化段階ま
でを視野に入れた研究は、非常にむずかしいと
実感しています。私がお手伝いしている、大学

（早慶）発バイオベンチャーのオキシジェニク
ス社（本社　東京）は、人工赤血球の実用化に
取り組んでおります。製造技術は研究レベルで
は完成したと思っていても、製品化のための
GMP製造では大変な苦労をかけております。
やはり一つの夢に向かって、同じ釜の飯を食べ
ながら腹を割って徹底した議論が出来るところ
は、単なる大企業との共同研究とは違った良い
部分であり、良い勉強になっています。これか
らの時期が最も重要な段階になりますが、社内
組織も、壊しては作り、壊しては作り、良い形
に直ぐ組み立てるといった、良いと考えたらす
ぐに実行できることがメリットかと思います。
　私は、幸運にも研究から実用化までを見渡せ
る立場にいて貴重な経験をさせてもらっている
のですが、これは、自分自身はもちろんです
が、研究室の学生にも大きな影響を与えている
と考えております。市場のニーズに直接接する
機会もありますし、研究テーマの見通しや各研
究段階でのポイントについても、より具体的に
そして自信を持って指導できるようになったよ
うな気がします。そして、学生自身も自分の研
究が世の中の役に立てることを実感できること
で、高いモチベーションを得ているのではない
かと思います。



13

応用化学会の活動への期待を聞かせてください？
───就職活動へのＯＢの支援を期待しています。

理工学部の桜の花の下で

　研究室の学生は、大学と企業とのインターフ
ェースの役割を担う応用化学会の活動に期待し
ているところは大きいと思います。特に、研究
室の学生は、就職活動へのＯＢの支援に期待し
ています。
　私が、新しい学問領域に首を突っ込んでいる
がゆえに、学生は、卒業後に産業界でどのよう
な活動が出来るのかが、理解できずに不安にな
っているところがあります。そこで、ＯＢの皆
様が、社会でのニーズや産業界の動きなどの情
報を、学生に提供してもらえると、学生も安心
して研究に集中できるものと思います。これか
ら所属する学科が変わりましても、応用化学会
にはぜひ引き続きお世話になりたいと思います
ので、よろしくお願いします。 

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願いします。
───自分なりの独自の領域の開拓と、理論武

装を十分に行うこと。

　国際的、学際的なところへ、どんどん飛び込
んでいってもらいたいと思います。そして、自
分なりの独自の領域を開拓してゆく、勇気と自
信を持って行動して欲しいと思います。
　新しい学問領域や産業を生み出すのは間違い
なく若い世代であるからです。世の中にはいろ
んな考えの人達がいるわけですから、まず、自
分の考えがブレないように、理論武装を十分に
行うことが重要です。
　最近は、ＩＴの進歩で文献や研究調査も簡単

で、研究のトレンドを追いかけた内容をツギハ
ギしたような研究に流されがちですが、自分が
汗を流して実験に取り組まなければ物事の核心
は理解できないと思います。これは今も昔も全
く変わらないことです。先ずは、自分の研究室
や応用化学、そしてワセダに蓄積されている知
見やノウハウに積極的にアプローチして理解
し、それを利用しながら独創的な研究に入って
いかなければ、自分の旗を立てることは出来な
いのではないでしょうか。
　そして、単に論文や特許を出しただけではダ
メで、本当に世の中に役に立つことを研究者と
して先頭に立って実践して見せなければ根付か
ないと思います。私もまだそれができていると
はとうてい言えませんが、その様にありたいと
思っています。
（文責　広報委員会　委員　亀井　邦明　取材日；
2006/10/5）

武岡先生の研究や経歴について、より詳細を知
りたい方は、以下のページも併せてご覧くださ
い。 

応用化学科 研究者向けウェブサイト内の武岡
先生の紹介 

http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
takeo-j.htm 

応用化学科 高校生・受験生向けウェブサイト
内の武岡先生の紹介 

http://www.waseda-appchem.jp/lab/
takeoka.html 

理工系　教員　研究内容紹介ウエブサイト内の
武岡先生の紹介 

http://www.sci.waseda.ac.jp/research/
CONTENTS/J/0e46180a.html 

生命科学科・専攻のホームページ内の武岡先生
の紹介 

http://www.biomed.sci.waseda.ac.jp/ 
武岡先生が手伝われているバイオベンチャーの
オキシジェニクス社のホームページ 

http://www.oxy-genix.com/
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第５回

常田　聡助教授
（化学工学研究室）

先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケ
はなんですか？
───10年単位で、分野を新たに研究へ取り組

むことをモットーとしてきました。

　平田　彰先生のもとで、教員をスタートしま
した。自分の研究内容を説明するのはあまり得
てではありませんが、その理由として、一つの
研究分野を体系的に、深く追求してきていない
ことがあげられます。しかし、これは自分の特
質として、いろんな分野に興味があったことに
よると思います。昔から環境問題に興味を強く
持っていたことと、バイオの分野に将来性を感
じていたことで、微生物による水処理の研究に
取り組むこととなりました。
　基本には、化学工学としてのモノの考え方
で、研究に取り組んできました。
　ワセダにきて、新しい研究に取り組むことと
なりましたが、東大時代の自分の尊敬する先生
の考え方に影響を受けていまして、10年単位
で、研究の分野を新たにすることで、常に新鮮
な気持ちを持ち続け、自分達の研究グループが
全体として活性を維持できるようにしたいと考
えています。自分もワセダへ来て10年が経ち、
研究のスタート時の研究室全体としての勢いを
思い出しています。現在、水処理に関する研究
分野ではそれなりにトップグループの仲間入り
ができるようになってきた反面、研究室全体が
守りに入ってしまっているように感じていま
す。10年前には、新しいことに取り組むこと
で、挑戦者として、なんでもやってやろうとい
う気持ちがありました。
　来年４月より、生命医科学科へ異動します
が、ちょうど研究を本格的に始めてから10年
で、また新しい領域へ取り組む機会をもらえた
ことも、自分としては、タイミングが良く、ぜ
ひ積極的に考えていきたいと考えています。

技術的な内容で、先生がポイントと考えておら
れる点はなんですか？

───複合微生物の世界をシステムとしてとら
え、数学的に表現してみたいと考えてい
ます。

　微生物による水処
理の研究で、活性汚
泥法というプロセス
中の微生物に興味を
持つようになりまし
た。ある部分ブラッ
クボックスのまま
で、産業利用されて
きたプロセスではあ
りましたが、さらに
内容を明らかにすることにより、効率の良い水
処理が可能になるのではないかと考えました。
　90年代頃から、分子生物学への取り組みが普
及し、急速に学問として進歩してきて、微生物
を遺伝子でつかまえることで同定できるように
なってきました。そこで、この分子生物学的手
法を駆使して活性汚泥中の微生物生態系を明ら
かにする取り組みを行いました。一方、微生物
のスクリーニング法の研究にも取り組みまし
た。
　微生物の単離培養は0.1％程度が分離の限界
で、世の中に存在する微生物の99.9％は単離 
できていません。しかし、現在0.1％単離培養
された微生物の範囲内だけでも、有効活用され
て醗酵工業が栄えているわけです。なぜ99.9％
の微生物が単離培養できないかに興味を持ち、
現在そのメカニズム解明にも取り組んでいま
す。
　研究テーマとしては、さらにバイオフィルム

（水処理分野では、生物膜法という）の研究に
取り組んでいます。バイオフィルムは、微生物
の細胞が何十層にも重なって形成された集合体
であり、フィルムの部分部分で住む環境が違っ
ています。酸素濃度などの違うところへいろい
ろな微生物が住んでおり、住みやすいところに
住んでいるのですが、これらを数学的に表現し
たいと考えました。同じように生態学では、
動・植物の相互作用で、自然界がなりたってい
ることを研究していますが、自分達は微生物に
ついての生態学の研究を行っています。
　“システム微生物生態学（System Microbial 
Ecology）”という分野名を私たちが勝手に付

バイオフィルムの硝化菌分布
（FISH法による観察例）
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けたわけですが、世界でもおそらく10グループ
程度だけが研究を行っている新しい研究分野で
す。この研究分野は、数学だけでなく実験的に
証明し理論と合わせる研究で、化学工学の考え
方が最も適した学問だと考えています。化学工
学はもともと現場の複雑な現象を扱う学問であ
り、またいかに複雑系を単純化させて、俯瞰的
に見るかという考え方が得意なので、今まで分
からなかった「微生物生態系を決めるルール」
のようなものが、明らかになってくると良いと
思います。

これからの研究の展望を聞かせてください。
───お医者さんと同じ言葉で会話ができるエ

ンジニアの育成をしたい。

　今までは、微生物
を対象とした研究を
行ってきましたが、
これからは、「微生
物とヒトとの関わ
り」という視点で研
究を進めていきたい
と思います。たとえば、腸管上皮細胞と腸内細
菌とのあいだでどんな免疫応答があるのかを解
き明かしたいと思っています。また、細胞の動
きを数学的に表現できるようになってきたこと
で、より普遍的な研究となり、この考え方をい
ろいろな分野で使えるようにしていきたいと思
っています。例えば、ガン細胞が増殖する現象
や細胞内での薬物の効き方なども数学的に表現
してみようとしています。
　一方、病気の予防や早期治療を目的とした遺
伝子診断技術の分野にも興味があります。現
在、マイクロリアクター技術を用いて、ＤＮＡ
の多くの検体をスピーディーに、さらに安価に
分析する装置の開発に取り組んでいます。　こ
の装置化に成功するためには、いろいろな分野
の専門家が協力していくことが必要ですが、ワ
セダは、このような学際型研究を推進していく
環境に優れていると思います。現在、非常にホ
ットな分野ですが、医療の分野との接点は沢山
あると思います。
　生命医科学科の卒業生が、各分野の人達の橋
渡し役になって欲しいと思っています。それに
は、お医者さんと同じ言葉で会話ができるよう

な人材を育成することが必要だと考えていま
す。文化の違う専門の人達がいっしょに仕事を
する難しさはあると思いますが、これができた
時には、これまでにない大きな成果が期待でき
ると思います。

応用化学会の活動への期待を聞かせてください。
───現役の学生に対してなにができるかを考

えるのがＯＢ会として最も大切なこと。

　自分が現役時代に学んだ東大のＯＢ会では、
学校の教室側がまったくかかわらない運営を行
っていました。これに対して、早大応化会で
は、教室の先生方が役員会にもかならず出席を
されておられます。このように教室とＯＢ会が
密接な連携を取ることはとても大切なことだと
思います。
　あるＯＢの方から、ＯＢ会へ参加するメリッ
トが分からないという意見を聞いたことがあり
ますが、そもそもＯＢ会が自分達のためにある
と思うこと自体が間違いなのではないかと思い
ます。自分の出身の、今まで育ててもらった学
校への恩返しとして、後輩すなわち現役学生を
支援することこそが本来のＯＢ会活動ではない
でしょうか。ＯＢ会に力を入れることができな
いというのは、ＯＢの方々が、ワセダからもら
ったものがほとんどないと感じているからでは
ないでしょうか。もしそうだとしたら、それは
教室とＯＢ会の両方に責任があると思います。
　そういう意味では、30、40代のＯＢを今から
啓発しても遅いのではないかと思います。むし
ろ現役の学生に対して、教室とＯＢ会が一体と
なってしっかりした対応をすれば、卒業して
も、自分達がしてもらったことを、今度は後輩
の現役学生に還元してゆくという良い意味での

「繰り返し」が生まれてくるのではないかと思
います。
　今回の企画で、就職フォーラムへの期待は非
常に大きいと思います。学生からも、先輩のＯ
Ｂとの対話の場を期待しているという発言が多
くありました。最近の学生は、似たような考え
をもつ同世代の人達としかうまく付き合えず、
結果として視野も狭くなりがちです。例えば留
学生が研究室に一人入ってきても同じことで、
学生は、文化の違う、言葉もちょっとしか通じ
ない留学生をどうしても避けてしまう傾向があ

生命医科学科完成予想図（正面）
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ります。社会経験豊かな先輩とざっくばらんな
お話ができる機会は学生にとってとても貴重だ
と思います。

　最近の、応用化学会のホームページの企画
で、異分野で活躍する若手ＯＢの活躍の紹介が
されていますが、非常に良い企画だと思いま
す。学生は皆と同じ路線に乗っているのが楽と
いう考え方が強く、それによって将来の選択肢
を自ら狭めているように思います。ユニークな
道を選択した若手ＯＢの活躍する姿が紹介され
ることで、学生に大いなる刺激を与えていると
思います。これらの企画は、ぜひ継続していた
だけると、ＯＢ会の存在感が強まると思います
ので期待をしています。

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願いします。
───失敗を恐れていてはなにもできない。自

分の力を信じてチャレンジして欲しい。

　自分の力を信じて、チャレンジして欲しい。
若い人達はガムシャラにやることはカッコウ悪
いと感じ、熱血漢みたいのはあまり好まないよ
うです。しかし、失敗を恐れていてはなにもで
きないと思います。自分の道を早くに見つけて
欲しい。独自の視点で考え、見て欲しい。学校
はあくまでも通過点にすぎないわけで、社会に
出て、自分で勉強を続けていってもらいたい。
　バックグランド（年齢、国籍など）の違う人
達と積極的に会話をすることが、大人になる道
として大切なことだと思います。仲良しごっこ
も20歳を過ぎたらおしまいにして、一人で生き
てゆくことを日々考えてください。自我が形成
されてくれば、おのずと他人との違いも見えて
くることと思いますので、ぜひ頑張ってくださ
い。
（文責　広報委員会　委員　亀井　邦明　取材日；
2006/10/24） 

常田先生の研究や経歴について、より詳細を知
りたい方は、以下のページも併せてご覧くださ
い。

常田研究室ホームページ 
http://www.waseda.jp/sem-tsuneda/
index_j.html 

応用化学科 研究者向けウェブサイト内の常田
先生の紹介 

http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
tsuned-j.htm 

応用化学科 高校生・受験生向けウェブサイト
内の常田先生の紹介 

http://www.waseda-appchem.jp/lab/
tsuneda.html 

科学技術振興機構　研究成果展開総合データベ
ースの早稲田大学出願特許中の常田先生発明の
紹介 

http://jstore.jst.go.jp/cgi-bin/patent/advan 
ced/detail.cgi?pat_id=12668&no-all=1 

早稲田大学入学センター　インターネットで体
験できる常田先生の模擬講義 

http://taiken.wls.co.jp/gakumon/data/
rk_tsuneda.html
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　ほぼ30年前の話になります。ある日突然、科
学技術庁長官官房秘書課長から電話をいただき
ました。おそるおそる秘書課長の部屋へ伺って
みると、前任者の後任として宮内庁東宮侍従を
やってくれないかとの話でしたので、暫く考え
させてくださいと退去してきました。
　帰宅してからが大変で、母は名誉なことだか
ら是非引き受けるようにと言い、他の家族は大
変そうだから辞めておいたらという意見が強か
ったように思います。結局、引き受けますと返
事をしましたが、それから親族関係の調書を提
出し、それに基づいて身元調査があり、約１週
間後に内定の連絡を頂きました。
　前任者から用意する服装、心構え、礼儀作法
等を伺い、昭和53年４月１日の拝命のために備
えました。当日、モーニングコートを着用し、
富田宮内庁長官から「東宮侍従に任命する　内
閣総理大臣　福田赳夫」という筆で書かれた辞
令を頂き、それから侍従職へ行き、入江侍従
長、徳川侍従次長ほか、侍従の方々に東宮侍従
拝命のご挨拶をしました。その後で、（昭和）
天皇皇后両陛下のご拝謁があるということで、
カチカチになって、天皇陛下には正殿｢松の間｣
で拝謁を賜り、皇后陛下には｢桃の間｣で拝謁を
賜りました。そのとき天皇陛下から｢ご苦労で
ある｣、皇后陛下から「お役目ご苦労様です｣と
のお言葉を賜りました。
　宮内庁から元赤坂の東宮御所へ送っていただ
き、安嶋東宮大夫、黒木東宮侍従長、松村女官
長、湯本侍医長、東宮侍従、東宮女官にご挨拶
をし、それから侍従の案内で奥（お住まい）へ
の入り口である｢お談話室｣において、当時の皇
太子同妃両殿下からご会釈を賜りました。その
後で学習院からお帰りになった浩宮様、礼宮
様、紀宮様にそれぞれご挨拶を申し上げまし
た。その後、各宮家へ東宮侍従就任ご挨拶の記
帳のために回り、また正田家へご挨拶にお伺い
いたしました。
　東宮職という部局は、終戦まぢかの昭和20年

８月９日に設置されましたが、日本国憲法の発
布によって旧制度が廃止され、改めて東宮職が
置かれました。その後、皇太子殿下（現在の天
皇陛下）のご成長に伴って組織が拡張され、浩
宮殿下、礼宮殿下、紀宮殿下の宮様方がご成長
された当時の職員数は約70人となっていまし
た。東宮大夫の統括の下で東宮侍従長、東宮侍
従（８人）、東宮女官長、東宮女官（５人）、東
宮侍医長、東宮侍医（３人）からなる常侍官を
はじめ、両殿下、宮様方の直接のお世話をする
奥職員、事務職員等の表職員で構成されていま
した。東宮職の建物は東宮御所の一部として建
設されており、赤坂御料地におかれています。
東宮御所は谷口吉郎氏の設計で昭和33年12月に
着工し、昭和35年４月に完成しました。建物は
御所と事務棟に分かれており、さらに御所は公
的な行事に使われる公室部分と私的なご生活に
使われる奥部分に分かれています。
　東宮侍従の仕事については、余り詳しいこと
はかけませんので当時の皇太子同妃両殿下の１
年間の御動静を記して、東宮侍従の仕事の一端
をご理解いただきたいと思います。新年祝賀を
始めとする新年の諸行事、園遊会等の宮中の儀
式・行事へご参列、歳旦祭・新嘗祭を始めとす
る宮中祭祀には両陛下に続いての宮中三殿（賢
所、皇霊殿、神殿）への御拝礼、国賓・公賓の
訪日に際しての歓迎行事、宮中午餐、宮中晩餐
へのご出席などの御接遇に当たられていまし
た。
　また全国各地で開催される各種式典または国
際的・国内的な種々の集会等に御臨席になら
れ、さらに機会あるごとに産業、教育施設あるい
は社会福祉施設等をご訪問になり、各分野の実
情を御承知になられるとともに、それぞれの分
野に働く人々の考えや気持ちに直に触れられる
ことにお努めになられていらっしゃいました。
　海外には天皇陛下の御命代として、また両殿
下の御立場での国際親善のために御訪問になら
れました。また、両殿下は内外の学者、芸術家

東宮侍従時代の想い出

会員ひろば

新制12回　小倉義弘　
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等の各界の有識者ともお会いになり、お話にな
る機会が多くありました。一方、海外から日本
を学ぶために訪れた青年たちや日本海外青年協
力隊のように海外に出て活動をする青年達にも
親しくお接しになり、彼らの意見や感想に耳を
傾けられました。また、社会福祉施設で働く人
達、農林・水産業の後継者、社会活動に奉仕す
る青年達、遠隔地で苦労する人達にも、機会あ
るごとにお接しになり、種々のお話をお聞きに
なっていらっしゃいました。この他にハゼのご
研究、ご乗馬、テニス等のご運動、ご趣味のチ
ェロ演奏等をなさっていらっしゃいました。
　私は当時の東宮侍従の一人として両殿下、宮
様方のご関係なさいます諸行事の企画、準備、
お供、陪席等を分担しながらやっておりまし
た。30年近く過ぎた現在でも、元旦の早朝の歳
旦祭で皇太子殿下の宮中三殿ご参拝のお供をし
たこと、11月23日の新嘗祭の未明に松明に照ら
されて皇太子殿下のご参拝のお供をしたこと、
昭和55年10月に皇太子同妃両殿下のオランダ、
ルーマニア、ブルガリア、ベルギー御訪問の際
に随員としてお供したこと、夏の間に軽井沢で
親しくお仕えさせていただいたこと、浩宮殿下
のお供をして大雪山、妙義山、岩手山等へ登山
したこと、礼宮殿下の理数系のお勉強のお相手
をさせていただいたこと等々の記憶が懐かしく
想い出されます。
　現在の皇室は、当時の皇太子殿下が天皇陛下
となられ、浩宮殿下が皇太子殿下となられ、礼
宮殿下が秋篠宮殿下となられ、私が東宮職に在
籍した時代とは大きく変化しています。末筆な
がら、この拙稿が皆様方の皇室をご理解いただ
くうえでの一助となれば嬉しく存じます。
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１．講演会の概要
　講演会は平成18年の年末も押し迫った12月15
日（金）の17：00から理工学部55号館N棟の１
階会議室にて開催された。参加者はOBが69名、
教員２名および学生53名の総勢124名と、これ
までの最大規模となり、講演テーマに対する関
心の高さがうかがわれた。
　岩井交流委員の司会により、里見応用化学会
会長の挨拶、岡本交流委員からの講師紹介に引
き続いて清水講師による講演が始められたが、
終了予定時刻を15分近くオーバーするほどの熱
演であった。なお、講演会終了後には講師を交
えて恒例の懇親会が行われた。
２．講演の要旨
２－１　2006年のエネルギー話題
①原油価格の高騰
　今年の話題のトップは原油価格の高騰であ
る。これまで１バーレル（1B=159L）30＄前後
であったのが50～70＄まで急騰し、私が50年前
に入社した当時の価格１＄/Bを思い出すと隔
絶の感がある。これと共に各国の資源戦略（外
交）が活発になって来たが、特に目をひくのは
中国のトップ外交で、胡錦涛主席・温家宝首相
らが先頭に立って中東、アフリカ、最近は原油
に代わる資源であるオイルサンドが豊富なカナ
ダにまで資源確保の触手を伸ばしている。これ
に対して日本の資源外交は苦戦続きで、イラン
のアザデガン油田開発での後退、サハリンⅡへ
の出資比率引き下げ、インドネシアからの
LNG供給削減通告そして東シナ海油田開発で
の中国政府との摩擦など問題点を抱えたままと
なっている。武力を背景にした力強い外交の出
来ない日本としては、せめてトップ外交にもっ
と力を入れると共に皇室外交の積極的展開や省

講師　新制６回　清水　固
かたし

氏

エネルギーの現状と将来
～石油ＯＢの身勝手な見解と夢～

エネや環境対策等のエネルギー関連の技術外交
などで頑張って貰いたいものである。
②日本の石油製品マーケット
　原油価格の高騰が日本の石油精製・販売に与
えたダメージは甚大である。高価格な石油製品
（燃料油）の需要減少が著しく、工業用エネル
ギーの主役であるＡ重に至っては前年対比10％
以上減少したし、これまで堅調であったガソリ
ンの需要も軽自動車やハイブリット車の普及も
あって32年振りの前年比割れとなった。また暖
冬のもとで灯油の売行きも不振である。
　更に精製コストが使用燃料のコストアップの
ため増加しており、極端な事例としては自家発
電設備を休止して安価な石炭やLNGを主燃料
とする電力会社からの買電に切替えたものもあ
る。従って現在の石油会社の利益は会社の幹で
ある精製・販売部門が振るわず、原油採掘の上
流部門と石油化学等の下流部門で支えられてお
り、これまでと立場は完全に逆転している。日
本においては燃料油の需要はピ－クを過ぎたと
言えよう。
③代替エネルギーとしての原子力とバイオマス燃料
　原油価格高騰を背景に原子力発電の再評価が
主要国軒並みに始まった。米国ではブッシュ大
統領が2006年年頭教書で原子力に対する方針を
転換して、原子炉の連続運転をこれまでの40年
から60年に延伸したり原発新設を認めたりして
いる。欧州各国や中国も積極的である。
　またバイオマス燃料への取り組みも活発化し
て、ブラジルではサトウキビ、米国では玉蜀黍
を原料とするエタノール製造の促進が報告さ
れ、ガソリンに一定量を添加することを義務化
する動きも出ており、いずれも国の農業政策の
一環として積極的に推進している。
　一方日本のエネルギー戦略はというと、今年
度に「新国家エネルギー戦略（経産省）」「新バ

昭和31年応用化学科卒業
元　日本石油精製㈱常務取締役　現　石油学会名誉会員

第６回フォーラム講演会
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イオマス日本総合戦略（農水省）」が打ち出さ
れているが、目標達成年度はいずれも2030年と
言う長期目標であり、その面では問題点の先送
りとの感は否めない。
２－２　エネルギー資源の可採年数
　石油についての一番の関心は何時まで採掘可
能かであるが、最もシビアな見方では石油41
年、天然ガス67年、石炭164年、ウランは85年
程度といわれている。しかしこの数値は全く当
てにならない。これは現時点での経済性をベー
スにした確認埋蔵量からの計算であり、今後の
採掘技術の進歩や新規油田の開発などを考慮に
入れると延伸の可能性は高い。さらに石油類似
品として大きなものにカナダのアルバータ州に
産出するオイルサンドがあり、これを入れると
同国はサウジアラビアに次ぐ世界第二位の埋蔵
量となる。このほかベネズエラのオリノコター
ルや米国、中国等のシェールオイル等の類似品
もある。これらはいずれも最近の原油価格の高
騰によって生産コストが採算ラインに到達しつ
つあり、各国で事業化計画が活発になって来て
いるので全てを網羅した楽観的な見方では石油
系エネルギー資源の可採年数は280年との観測
もある。
　懸念事項としては中国の石油消費量の伸びで
ある。現在の単位消費量は0.8L/日/人と日本 
の1/8であるが、これが日本と同水準となった
場合、石油の可採年数は41年から35年に縮まっ
てしまう。以上色々な変動要素はあるが、私見
としては21世紀中に枯渇することは無いと思
う。
　資源の中でもっとも注目すべきはウラン（原
子力）である。ウランの可採年数は85年といわ
れているが、これも各国が原子力発電に取り組
めばすぐに縮まってしまう。しかしこのウラン
は面白い性質を持っている。ウランを軽水炉
（原子炉）で燃やすと燃料として不活性な（核
分裂しない）ウラン238がウラン235の核分裂に
よって分裂した中性子を吸収して核分裂するプ
ルトニウム239に変わるので、使用済み燃料を
再処理してプルトニウムを取り出して再び核燃
料として使用出来るである。この方式を最も効
率よく行うのが高速増殖炉であるが、技術的に
は極めて困難で不可能に近いとも言われてい
る。しかし若し成功すれば可採年数に換算する
と数千年となり、その場合は我が国がプルトニ

ウム資源大国となる可能性がある。
２－３　国別原油埋蔵量と主要国の一次エネル

ギー消費（2005年）
　確認埋蔵量ではサウジアラビアの2,642億バ
ーレルを筆頭に、イラン、イラク、クエート、
UAEとベスト５をイスラム国家が占め、米国
が中東政策に重きを置かねばならぬ背景がうか
がわれる。６位のベネズエラは前述のオリノコ
タールを含めると上位に位置づけられ、またロ
シアも原油埋蔵量は７位であるが天然ガスの埋
蔵量では世界一であり、今後プーチン大統領の
もとでさらにタフな資源外交が展開されるもの
と予想される。カナダは前述の通りオイルサン
ドを加えるとサウジに次ぐ埋蔵量になる。
　主要国の一次エネルギーの消費量ならびに構
成比は、別表に示すとおりであるが、原油換算
消費量のトップは米国の46.9百万BDで全世界
のおよそ1/4を占めており、ブッシュ大統領は
年頭教書で米国は石油中毒だと言って原子力へ
のエネルギー転換を主要政策の一つに掲げてい
る。二位は中国の31.2百万BDでこれは13億と
いう膨大な人口の上に立った爆発的な経済成長
によるものである。2005年におけるエネルギー
の構成比を見ると、中国とインドの石炭依存度
がそれぞれ70％、55％と際立っており、この両
国が石油への転換を進めれば原油需給の逼迫は
避けられない。
　逆に韓国と日本は石油の構成比がいずれも47
％と石油依存症といっても過言ではなく、石油
業界には不興を買うかもしれないか私見として
は40％を下回ることが望ましいと考える。
　注目すべきはフランスで原子力が39％とトッ
プを占める唯一の国であり、バランスのとれた
エネルギー政策を推進している。
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２－４　温暖化ガス問題と原子力
　環境問題における最大の難点は、建前と現実
の隔たりがあまりにも大きく、具体的な行動が
取り難い事である。その最たる例が温暖化ガス
排出量の削減目標である。日本は京都議定書に
より温暖化ガスの総量を2010年までに1990年比
で▲６％としているが、現状では＋8.1％とな
っていて、差し引き14％削減を後４年で達成せ
ねばならずその可能性は極めて低い。
　排出量の中で民生部門が特に問題で、目標値
+6.0％に対して+37.4％と乖離の幅は極めて大
きくなっている。民生エネルギー消費の増加は
生活レベルの向上を意味するものであり、これ
を目標値まで下げる事は国民の納得がなければ
不可能である。残された達成手段としては、目
標年度を2020年位に先延ばししてこの間に原子
力エネルギーに切替えることであろう。温暖化
ガスを1990年比▲６%にするには原子力の大幅
活用しか方法はない。日本は世界で唯一の被爆
国であり国民の原子力アレルギーは根強いが、
発想を変えて平和利用の先頭に立つ位の気持ち
が欲しい。そのための政治家の指導力を願望し
たい。
　原子力発電の軽水炉に利用出来るのはウラン
235であり、これは天然ウランに僅か0.7％含有
されているだけで、残りの99.3％は全く役に立
たないウラン238である。このままでは燃料と
して使用不可能なため遠心分離器を用いて３～
５％に濃縮し、軽水炉で４年程度燃焼させて残
渣は廃棄しているため、この方式ではウランの
利用効率は僅か0.5％である。
　利用効率を上げる手段としてプルサーマル方
式が検討されているが、これは核分裂により中
性子がウラン238に照射されて出来た自然界に
は無いプルトニウムを使用済み燃料から取り出
して、サーマルリアクター（原子炉）で燃焼す
るものであり、使用済み核燃料からプルトニウ
ムを回収するのがいわゆる再処理工場である。
この方式で１回のリサイクルを想定した場合、
上述のウラン利用効率としては0.75％に上昇す
る。
　これでも低効率のため現在考えられているの
が高速増殖炉である。中性子を高速でウラン
238に照射する事によりプルトニウムへの転換
率をアップすることが可能となって消費燃料

（ウラン235）よりも多くの燃料（プルトニウム
239）が再生出来るようになり、理論上でのウ
ラン利用効率は60％近くにまで到達する。しか
し水に代る炉心冷却材として金属Naを使用す
るために安全性、経済性に大きな問題があり開
発を断念する国が多い。我が国では福井県の敦
賀に実験炉「もんじゅ」を建設し、トラブルで
現在運転停止に追い込まれているが、図に示す
核燃料サイクルの頂点となる高速増殖炉の開発
こそ日本のエネルギー安定確保、さらには資源
大国となり得る手段であり、ナショナルプロジ
ェクトとして堂々と積極的に取り組むことを私
は強く期待する。

２－５バイオマス燃料政策
　この方面への取り組みは米国とブラジルの二
国が熱心であり、米国では2005年の実績で玉蜀
黍を原料にしたエタノールをガソリンに３％添
加（E3）するため1,500万KL/年のバイオマス
エタノールを生産している。また、2012年までに
植物繊維（セルロース）を糖分にして発酵させ
てエタノールを製造する技術を開発して2,800
万KL（E7）の生産量を目標に掲げている。
　一方のブラジルにおいては、原料となるサト
ウキビを全耕作地面積6,000万haの約１割で栽
培しており、エタノールとして1,700万KL（内
240万KL輸出）を生産し、政策面でもガソリンに
20～25％の混合（E20～E25）を義務づけ、同
国ではエタノール対応車の新車比率は70％強に
まで達している。バイオマス燃料は温暖化ガス
排出削減に寄与するところであるが、現実とし
ては両国とも農業振興に大きく貢献している。
　それに対して我が国では原料としては規格外
農産物や廃木材等のセルロースが主体となりそ
の量は限られている。しかしバイオマス燃料を
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輸入で確保するのは差し当たりは仕方ないが、
長期的にはあまり意味がなく、輸入原油から製
造するガソリンと同様に世界情勢に影響され、
更にコスト面では逆に割高となってしまう。農
水省では「新バイオマス・ニッポン総合戦略」
を作成して2010年にガソリンの1/3にエタノー
ルを３％混合する事、バイオマスタウンの取り
組みを加速して44地区を300地区に拡大する事
等を目標としているが、実現までには幾多の障
壁を乗り越えなければならない。
　この際発想を変えて日本では休耕田や荒れ地
も多く、農村が疲弊している現況を念頭に置
き、ここにバイオマス原料として北の寒冷地に
は甜菜糖、南の温暖地にはサトウキビ、その他
は玉蜀黍の栽培を奨励してはどうだろうか。た
だ日本でバイオマス燃料を製造してもガソリン
に比べて40円/L程度割高となって採算が取れ
ない。しかし現行のガソリン価格に占める54円
/Lの揮発油税と２円/Lの石油石炭税（合計56
￥/L）をバイオマス燃料には無税にする事に
よってカバー出来る筈である。地方（特に農
村）活性化のために多くの税金を投入している
事を考えるとガソリン税収入の微減など問題に
ならないのではないか。バイオマス農業に従事
する労働人口については個人的見解として四つ
のアイディアがある。
　・高齢者の活用（60～70才台の退職者）
　・自衛隊の役務（戦国時代の農民兵、明治時
代の屯田兵に見倣い自衛隊の役務に）

　・農役制度創設（韓国等にある徴兵制度に変
る徴農制度で青少年の健全育成を兼ねて）

　・移民制度拡充（戦前の南米移民に代わる東
南アジアから日本への逆移民）

　食料とエネルギーの二つの目的を持つ事によ
る農業の活性化は米国やブラジルで証明されて
いる。
２－６　日本の燃料油需要量推移と石油精製の

将来
　石油が今後もエネルギーの主役であることに
変わりはないが、その需要全体は減退傾向とな
っている。特に重質油の減少が著しく、C重油
においては最盛期に全油種の50％を占めていた
ものが、現在では10％台に、またＡ重油も2005
年度から2006年度にかけて急減している。これ
まで需要が堅調であったガソリンも小型車やハ
イブリット等の低燃費車の台頭により減少に転

じている。反面ナフサの需要は拡大している
が、原油処理量の縮小に伴って生産量は減少し
ており、不足分を輸入で対処しているのが現状
である。需要減で過剰となった重質油を分解装
置により軽質油分に転換するという工程は今ま
でも取られてきたが、今後は軽質油も需要が減
退するので軌道修正が必要となろう。
　現行480万BD（バーレル/日）の原油処理量
が将来は400万BD以下になる見通しでシビアな
見方では250～300万BDとの見解もあり、こう
なれば製油所統廃合は避けて通れない事とな
る。それと共に今一つの問題はボトムレス製油
所（C重油が０）実現のための重質油分解装置
の投資負担である。一製油所で1,000億円規模
の投資が必要なため今後は共同投資や各社で余
剰となった重質油を一個所で集中処理する方式
がとられる可能性もあろう。
　重質油分解としては三方式が考えられる。
　一つはガソリン等の軽質油ではなく石油化学
原料やLPGを製造するHSFCC（High Severity 
Fluid Catalytic Cracking）という考えで、筆者
自身が現役中にその開発を提唱したものであ
る。その後紆余曲折を経て現在実装置建設準備
段階まで来たが、色々思い出深いものがある。
　二つ目は燃料電池用等の水素製造である。現
在走行中の車両の10～20％が仮に燃料電池車に
代わった場合その水素消費量は膨大なものとな
り、安定供給は化石燃料からしか考えられな
い。これを重質油から製造するための部分酸化
法は既に実装置が稼動している。本装置では重
質油からH₂とCOが合成され、最終的には、H₂
とCO₂なってCO₂を分離除去する。そこで若し
分離したCO₂の処分が可能となれば温暖化ガス
の排出削減の効果も大きい。また、今後期待す
る分野としてこの部分酸化法で出来たH₂とCO
の混合物は後述するGTL（Gas to Liquid）と
同一組成であるので、国内でもGTLを重質油
からスタート出来る可能性がある。このように
Ｈ₂製造を目的にしたHYDROGEN Refinery の
実現は夢であろうか。
　三つ目としては米国などで多く採用されてい
るコーカーである。これは熱分解の一種なので
製品の品質に問題があるが、しかしコストが安
いので現実的な方法であり日本でも見直されて
いる。
　いずれにしても精製能力は今後過剰になる
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が、日本の精製装置特に脱硫装置の充実により
製品品質は世界一であり、これを利用した製品
輸出が将来は活発になるのではないか。
２－７　GTLならびにその他エネルギー
　GTLとは天然ガスからFT法でパラフィン系
HCを合成し、これの水素化分解によって軽油
等を造るもので、石油精製に勝るとも劣らぬ高
品質の軽油、溶剤、潤滑油の製造が可能とな
り、既に一部は商品化済みである。現在最も注
目されているのがカタールプロジェクトで、同
国の天然ガス埋蔵量はロシア、イランに次ぐ世
界第三位、その可採年数は590年といわれてお
り、ここに石油メジャーのサソール・シェブロ
ン、シェル、エクソン・モービルが競って参
入、総工費200億ドル、総生産能力30万BDの設
備を2011年完成に向けて邁進している。
　日本おいてGTLはまだ研究段階で、JOGMEC
（石油・天然ガス・金属・鉱物資源機構）を中
心にメーカー６社が参加して新潟東港に500BD
の実証プラントを建設、2009年４月～2011年３
月の運転を目指している。上記のカタールプロ
ジェクトに比較して大きな出遅れ感は否めない
が、メジャープロセスは天然ガス中のCO₂を除
去したのちに酸素を使ってFT合成をするのに
対し、日本の方式では天然ガス中のCO₂をその
まま酸素の代わりに利用するため、成功すれば
CO₂が多い東南アジアのガス田活用に好適で、
メジャーに追いつくことも夢ではない。
　風力発電への取り組みは各国とも前向きで、
2005年末では全世界で5932万KWの実績があ
り、その中で欧州は4050KW（独:1843KWスペ
イン1003KW）とこの分野では先進国となって
いてEU圏内総発電量の2.8％を占めるまでにな
っている。中国においても風力発電については
石炭液化より前向きの取り組みで、既に日本の
実績を上回っている。日本は立ち後れが目立
ち、1050基で108万KWとドイツの1/20の実績
に止まっているが、発電コストは10～14￥/
KWhと石油の11￥/KWhに接近しており、長
期的には2020年760万KW、2030年1180～2000
万KWに目標を置いている。問題点としては、
天候の影響、騒音、鳥害等が避けられないた
め、海上風力発電の構想が持ち上がっている。
　燃料電池に関しては一部実用化の段階に来て
いるが、その用途別の開発難易度は携帯用電源
→定置式電源→自動車用電源と増してくる。各

社が開発に凌ぎを削っている燃料電池車の完成
は2030年頃と見られているが、H2の製造、運
搬や輸送等のインフラ整備を如何に解決するか
の問題が残っている。
　面白そうなのが天然ガスハイドレードで、掘
削したガスを－20℃に冷却すると、水がハイド
レードとなってガスを吸着し運搬が容易にな
る。東南アジアに広く分布する中小ガス田で
は、LNG製造プラントを設置しても採算が合わ
ないが、天然ガスハイドレードは小規模な設備
で生産可能となり、この分野での研究は日本が
一歩リードしていて2年後の実用化を視野に入
れている。また未利用の資源として類似のメタ
ンハイドレードがあるが、これは日本近海の深
海に世界最大の埋蔵量があるといわれている。
　エネルギーから少し外れるが、近年温暖化ガ
ス排出量削減の見地からCO2海底貯留方式がク
ローズアップされてきている。海底岩盤下の含
水砂岩層に封入する方法で、計算上では100年
分の貯蔵が可能とされており、2008年までに国
際的な方針を決定することになっている。問題
点は高コスト（7～8,000円/T）と環境面で海
水の酸化や地震等によるCO₂噴出の恐れが懸念
される。
２－８　現役時代の思い出と夢
　私が石油会社に入った昭和30年代前半の石油
精製は、FCCに代表される新技術と装置オー
トメーションのシンボルとして我国ではスター
トしたばかりであり、その活気に憧れて入社し
たが、配属先は現場ばかりで当初は同級生など
に対して肩身の狭い思いをしたものである。昭
和30年代後半からは池田内閣による「所得倍増
計画」が打ち出され、石油は石炭に代わって一
次エネルギーの主役になった。高度経済成長の
もと電力用を主体とした燃料油の需要は鰻登り
となって、それに伴うC重油増産時代なった
が、一方で亜硫酸ガスによる大気汚染も社会問
題となり始め、Ｃ重油の硫黄分対策に頭を悩ま
せるようになった。しかし低硫黄であるインド
ネシア産スマトラ原油の獲得がスカルノ大統領
の親中共政策に伴う米国資本（カルテックス）
の撤退ムードのため苦しくなり、代わって硫黄
分の高い中東原油が多く輸入されるようになっ
たためＣ重油の低硫黄化（脱硫）がにわかにク
ローズアップされだした。しかしインドネシア
においてクーデターによりスハルト体制が逆転
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誕生し共産党が壊滅した事を受けて、米国の後
押しもあってスマトラ原油増産が図られ、日本
では輸入が大幅に増加することになった。電力
用低硫黄重油（原油）の供給はその後中国の大慶
原油も加わって環境対策に貢献した。これによ
り技術者として重油脱硫を日本で最初に手掛け
たかった私の夢は消えた。しかしその後中東原
油が日本の輸入原油の大半を占めるようになっ
て重油脱硫は日本の石油精製工程の中心に育ち
今日に至っている。昭和40年代は石油精製の大
拡張期であり、私は６年間に３製油所の建設に
携わったが、これは私の大きな財産となった。
　少し話題は逸れるが花粉症とディーゼル車の
煤の関係に触れておきたい。工場の排煙やディ
ーゼル車からの黒煙により大気汚染が社会的問
題となった昭和61年頃から巷では花粉症が流行
し始めた。花粉症の元凶は杉花粉とされている
が、杉並木で有名な日光街道の沿道など杉林に
近い所の住民に花粉症の人が特に多い事は無い
という事実を見ると、ディーゼル車が排出する
煤が花粉を吸着して被害を大きくすると言う複
合汚染説に私は賛成である。
　私の最初の夢即ち日本最初の本格的Ｃ重油脱
硫装置建設案は実現しなかったが、前述の
HSFCC（重質油分解でガソリン等の軽質油を
造るのではなくプロピレン等の石油化学原料を
造る）構想は当初賛成者が殆どいなかったにも
拘わらず時代の変化で今や注目される技術にな
り、実プラントの建設計画まで来ていることは
嬉しいと共に時の移り変りを実感している。
　このほか石油精製と石油化学の一体化など夢
は幾つかあるが、石油関連の現役から退いた今
の私の夢は、日本の原子力立国、農業の食料と
バイオ燃料の二本立て活性化、煤の出ないディ
ーゼル軽油の製造、それにアスファルトからの
H2やGTL相当品などの新製品製造などであり、
現役の皆さんの奮闘を期待している老人であ
る。
２－９　若い後輩に期待するもの
　これまで述べてきたように、エネルギー産業
は変化と発展の産業であり、石油に限ってみれ
ばその需要は減退傾向が避けられないものの、
体質改善（せいせい工程の改造）やバイオマス
等の代替エネルギーとの結びつきなどやるべき
ことは多々ある。このためにも創造性と夢のあ
る研究者および技術者がエネルギー産業には必

要である。なお若い諸君の中では研究者指向の
人が多いと思われるが、実際に機械を操作して
製造する部門がしっかりしないと製造業は成り
立たない。私もこの道を主体に歩いて来たが製
造現場にも興味を抱いてもらいたい。研究と製
造の両面からエネルギー産業の担い手となって
いただきたいとの期待を込めて私の講演を終わ
らせていただく。
３．質疑応答
Ｑ１　海水中に含まれるウランの回収をどのよ

うに考えているか？
Ａ１　海水から回収する手法もあるが、天然資

源に含まれる核燃料となるウラン235は
極めて微量であり、また2-4項で述べた
ウラン利用効率がかなり低いため、繰り
返しとなるが如何に早くプルトニウム再
利用を確立するのかが優先課題である。
このためにも高速増殖炉の建設を国家プ
ロジェクトとすることが望まれる。

　
Ｑ２　現在原油価格は高止まりとなっているが

中長期的な価格見通しはどうか？
Ａ２　アップダウンはあるものの全体の傾向と

して下がることはないと思われる。中国
やインドの旺盛な主要を見る限り、長期
的には価格上昇に転ずる可能性も否定出
来ない。価格決定のもう一つの要因に原
子力があり、これがカウンターパンチの
役割を果たせば妥当な範囲に収まると思
われる。OPECそのものも極端な高価格
は望んでおらず、サウジアラビアでは代
替エネルギー価格との関連で値上げに慎
重な発言も見られる。
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　卒業年度が昭和40年代前半までの卒業生はク
ラス全体で同期会を結成し、毎年あるいは１年
おきとか定期的に仲間が集まり、お互いに交流
し、懇親の度を深めてきております。しかし、
昭和40年代後半以降の卒業生にはそのような同
期会がなく、一部の親しい友人以外、卒業後一
度もクラスの仲間の顔を見たこともなければ、
名前もわからないという状態にあることを憂
い、活性化委員会では各卒業年次別の同期会を
結成し、互いの交流を密になるように後押しを
することにしました。
　そのために卒業年度別に選任された評議員の
皆さんに、リーダーシップを発揮していただ
き、同期会結成のため格別のご尽力いただくこ
とにいたしました。
　そこでこの度、臨時評議員会を開催し、昭和
46年卒（新制21回）から平成12年卒（新制50
回）までの約30年間の卒業生から選任された評
議員の皆さんにお集まりいただき、同期会結成

の推進について話し合いを持ちました。
　応化会の里見会長を始め、大学側から副会長
の平沢応用化学科主任・教授、清水教授、木野
教授、そして活性化委員会から中川委員長ほか
各委員長、関係委員が出席、また評議員として
は15名のOBが出席され、野本暢夫基盤強化委
員の司会によって、会は進められました。
　なぜ同期会をつくるのか、どのようにして同
期会を結成すのか、応化会はどのような支援を
するのか等、熱心な話し合いがなされ、また最
近、卒業後30数年ぶりに同期会を結成し、懇親
会も開催した新制22回（昭和47年卒）の黒田美
雄評議員より開催に至るまでの貴重な事例報告
もありました。
　会議開催後、竹内ラウンジで懇親会を開催
し、さらに個別の話し合いが行われました。来
年にはこの中から何組かの同期会が結成される
ものと期待しております。

臨時評議委員会

里見会長挨拶 会議風景中川活性化委員会委員長挨拶

懇親会黒田評議員による事例報告

臨時評議員会が開催されました。（平成18年12月2日）
基盤強化委員会
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　昨５月末に（社）高分子学会･第28代会長（任期
２年）に選任されました。高分子学会は1938年
設立の（財）日本合成繊維研究協会（後に高分子
化学協会と改称）を前身に、「新興高分子科学お
よびその応用推進」を謳って1951年に設立され
た学術団体です。櫻田 一郎 先生、同窓大先輩 
神原 周 先生（東工大）はじめ、主に京大、東大
･東工大から歴代会長に就かれてきました。
　高分子学会は、現在13,000名近い会員を抱
え、世界の高分子領域を先導し、わが国化学･
材料系でも屈指の組織です。年次大会（春）、討
論会（秋）、ポリマー材料フォーラムへの参加者
数は各々3,500、3,000、900名、ほか事業とし
て、講演会･研究発表会等、８支部での行事と
あわせ年間350回超、超分子、医用高分子、ゲ
ル、エコマテ、有機EL、燃料電池材料、フォ
トニックスポリマーなど24の研究会とその活
動、機関誌｢高分子｣、Polymer Journal誌（70
年創刊）、高分子論文集（44年創刊）など毎月

刊行、隔年主催の数百名規模の国際シンポジウ
ムなどです。400社近い法人会員の参画も大き
な特徴で、産業界執行部から成る「高分子同友
会」とも連携しています。４名の副会長、大野 
弘幸 先生（東農工大、新26）、春名 徹 氏（㈱
アデカ取締役、新19）含む理事26名、事務局職
員20名余とともに運営しています。
　若手を惹きつけるコミュニティーとして発表
･討論の場の充実、アジア諸国からの参加の呼
びかけ、会員過半の企業所属メンバーの関心と
要請への迅速な対応など具体的に行動していま
す。度々、各地で本会同窓より温かい励ましを
掛けていただき、本当に有難くまた心強く思っ
ております。科学技術への社会と経済の期待が
高分子学会にとっても追い風となりますよう運
営しておりますので、本会皆様にもぜひ高分子
学会をご利用いただくとともに、ご支援をお願
いいたします。

応化教室近況

高分子学会 会長に就任して
西出 宏之

早稲田大学理工学術院応用化学科･教授
新20（昭45年卒）　

第6回21C0E「実践的ナノ化学研究教育拠点」における
北京大学と早稲田大学のジョイントシンポジウム

　2006年11月25日（土）21C0E「実践的ナノ化
学研究教育拠点」主催で、北京大学と早稲田大
学のジョイントシンポジウムが開催され、北京
大学 のProf. Zi-chen Li, Prof. Li. Yan, Prof. Ma 
Yuguo, Prof. Zhenfeng Xi、および早稲田大学
　門間、平沢が講演、 北京大学学生　６名、
RA　の学生６名（宮坂、三上、鈴木、関、田
中、庄司ら）が、ポスター発表し、北京大学
と、密な学術交流をしてきました。（記：平沢）

シンポジウムの様子
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【受賞】「2006年度日本人工臓器学会論文賞」
酒井 清孝教授・小堀 深専任講師・山本 健一郎 21COE客員研究助手

生体適合性に優れた膜素材の開発に
期待

■日本人工臓器学会論文賞とは
　平成17年 度にJOURNAL OF ARTIFI 
CIAL ORGANSに発表された論文の中か
ら特に優れたものに贈呈されます。2006年
11月の年会において著者に表彰状と盾が授
与されました。

■受賞理由
　血液透析器に用いられている中空糸膜の生体
適合性を、酸化ストレスの原因の一つであるス
ーパーオキシドの産生、透過、消去により評価
した研究が評価されての受賞となりました。本
研究に用いた評価手法は、生体適合性に優れた
膜素材の開発に役立つものと期待されます。

■受賞コメント
　この度は、栄えある論文賞を受賞することが
でき、大変光栄に思っております。関係者の皆
様に深く御礼申し上げますとともに、今後とも
意欲を持って研究に精進いたします。

☆酒井・小堀研究室
☆日本人工臓器学会

酒井教授 小堀講師 山本助手

菅原義之教授の論文が日本化学会BCSJ賞を受賞
　菅原義之応用化学科教授（新33回）と森 勇
介氏（新52回）の共著論文が日本化学会BCSJ
賞受賞論文に選定されました。BCSJ賞は、掲
載される論文の中から最も注目に値する論文を
毎月選定するものです。
　今回の成果は、菅原教授が15年来研究を進め
ている、金属̶窒素結合（または金属̶炭素結
合）を有する無機高分子を前駆体とし、その熱
分解により非酸化物セラミックスを得る手法
（プレセラミック法）に関するものです。この
手法は、有機溶媒に可溶な前駆体を利用してフ
ァイバーやコーティングの合成に用いられてき
ましたが、原子レベルにおいて構成元素が均一
に分散し、かつ微構造が制御されたセラミック
スを得る手法としても期待されています。本論
文では、Al-N骨格を有するポリマーやB-N骨格を
有するボラジンが金属水素化物[LiMH4（M=B, 
Al）]とアルキルアミン塩酸塩（RNH2・HCl）を
用いて合成されていることに着目し、LiAlH4、
LiBH4、RNH2・HClを反応させ、Al-N骨格と
B-N骨格を併せ持つ可溶性前駆体をワンポット

で合成しています。また、得られた前駆体を熱
分解して、結晶性AlNがアモルファスマトリク
ス中に均質に分散したナノコンポジットを得て
います。これらの成果は、高機能セラミックコ
ンポジットの前駆体をワンポット合成する先駆
的研究として、高く評価されています。

受賞論文
"One-Pot Synthesis of Soluble Precursors 
Possessing Both Al-N and B-N Backbones and 
Their Pyrolysis"
Bull. Chem. Soc. Jpn., 79[11], 1681-1687 （2006）.
http ://www.cs j . jp/ journals/bcs j/bam/
bcsj_headline2006.html
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　去る10月28日土曜日、早稲田大学と慶應義塾
大学の応用化学，化学系４学科の合同研究会で
ある早慶ワークショップが開催された。本年度
は慶應義塾大学矢上キャンパスにて行われた。
　今回は初の試みとして、学生主体にて企画・
実行された。早慶両校から選ばれた実行委員の
間での話し合いの結果、本年度はポスター発表
に加えて、要旨集の発行やショートプレゼンテ
ーションの実施を追加することとなった。ま
た、早慶間のコミュニケーションを取り易くす
る環境作りが提案された。 

　当日は、早慶合
わせた参加者総数
は172名となり、
非常に盛大な会と
なった。本年度の
早慶ワークショッ
プ実行委員長であ
る慶応義塾大学修
士課程２年奥村明
史さんの開会の言
葉で始まり、13時
30分からの１時

間、各々のポスターの紹介をするショートプレ
ゼンテーションが行われた。
　続いて14時45分からポスター発表会が開催さ
れた。発表件数は早稲田応化が17件、早稲田化
学が６件、慶応化学・応化あわせて30件の計53
件であった。ポスター発表を前半・後半に分
け、各１時間半と充分な時間を設けたため、デ
ィスカッションを充分に行うことができた。ま
た、慶応には青、早稲田には赤のシールをポス
ター発表者に配分し、有意義なディスカッショ
ンを行うことができた相手校の聴衆にシールを
渡すというルールにより行われた。このことに
より、より早慶間のコミュニケーションを取る
ことができた。ポスター会場は多くの聴衆が訪
れ、活気に満ちた議論が展開されていた。ま
た、今回は展示物を用いた印象的な発表も多数
あった。

　さらに、学生と教員が全員審査員となり、64
名のポスター発表者の中から優秀賞を決定し
た。慶応から２名、早稲田から２名の優秀者が
表彰された。早稲田応化から選ばれたのは修士
課程２年宇都宮沙織さんの発表であった。ま
た、ユニーク賞も設置し工夫を凝らし聴衆にイ
ンパクトを与えた発表、早慶各１件に対して贈
られた。この賞には、早稲田では応化修士課程
２年奈和手秀俊さんが選ばれた。これらの賞の
表彰はポスター発表会のあとの懇親会にて行わ
れた。懇親会では表彰のほかにもビンゴゲーム
を行い、非常に和やかな雰囲気の中、早慶化学
系の親睦をより深めることができた。
　このようにポスター発表に加えショーとプレ
ゼンテーションや要旨集の発行等、盛りだくさ
んであったため、発表者も準備に時間のかかる
ものであったとは思う。しかし今回は例年に増
して充実した会となった。
　来年度は早稲田化学科主催で開催される予定
である。引き続き学生主体での企画・準備が予
定されている。この企画を通して早慶間の交流
をより深めていくことを期待している。
 （文責：阪田薫穂）

早慶ワークショップ2006開催

学生部会活動近況
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　今年も例年通り学生部会では11/3（金）～
11/5（日）に行われた第53回理工展に出展いた
しました。
　理工展は新入生オリエンテーションと並ぶ学
生部会の一大イベントであり、今年も４月のオ
リエンテーションが終わると同時に学生部会総
勢60名総力をあげ、約半年間の準備期間を経て
本番にのぞみました。

　今年は『Chemicalife～化学は友達～』とい
うコンセプトをかかげ、生活に密着した化学に
焦点をあて企画を練り上げました。当日は金曜
日が祝日と重なったこともあり、過去最高の来
客数となりました。理工展の様子を写真にてご
覧ください。

硬水、軟水のお茶を飲み比べていただきました。
味の違いがおわかりになりますか？

第53回理工展 出展報告

液体窒素の実験

バナナで釘を打ちました！

スライム＆スーパーボール作り

オリジナルのスライム・スーパーボールを
作っていただきました。

映像

企画の紹介を行いました。
映像の中でマジックが！

メニューはフランクフルトと豚汁。
大繁盛で大忙し！！

おかげさまで完売いたしました。

屋台

実演

ご来場くださいましてありがとうございました。来年も是非お越しください。
学生部会一同、楽しい企画をご用意して心よりお待ちしております。

文責：学生部会 理工展チーフ　学部３年　安藤 裕子
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　平成18年11月11日（土）午後に昭和47年度卒
業の同期会を34年ぶりに大隈会館にて行いまし
た。（出席者は23名）
　同期会の開催計画を本年７月にスタートし、
先輩年次の幹事の方から実施例をお伺いして具
体的な計画を立て、無事第１回同期会を開催す
ることが出来ました。
　受付で久々に会う参加者の顔に、面影はある
が名前と結びつかない人も多く、”誰だっけ？”
と聞く場面も結構ありました。しかし、会が始
まり会話が進み、また各自の近況報告を聞く
と、学生時代の顔が浮かんできて、30年以上の
期間を埋めることができました。また応用化学
科の平沢主任教授に参加していただき、最近の
応用化学科の現状や今後の計画について新鮮な
説明をお聞きすることができました。

　久しぶりに会う仲間は第一線で活躍している
者や、すでに自由気侭な生活を入っている者が
いましたが、みなさんとても健康そうに見えま
した。酒を飲みながらの楽しい同期会は大学校
歌を歌い上げ、”また会おう”ということで無
事閉会となりました。

　2006年10月15（日）～16（月）と紅葉の草津
温泉に一泊旅行に行きました。総勢16名、世話
役は高森さん、昨年は湯西川温泉に、今年は草
津温泉となった。さすがは名幹事、安くても話
をする時間だけはたっぷりとって楽しませてく
れました。費用、これがなんと！￥6,450。一
泊２食付、東京、千葉、埼玉からの往復バス代
込みです。食べ物が悪い、サービスが薄い、味
気ないなどの不評を凌駕するに十分な温泉と時
間がありました。どうしてこんなに安くできる
のか？この疑問にはこの間までの会社生活でよ
く圧力を掛けられた稼働率の問題だとの結論に
なっています。ホテルもバスも稼働率を100％
近くにすればいくらでも安くできるものです。
15日、各地よりバスで草津温泉に到着、すぐに
草津白根山にバスで向かう。幸い天気も良く、
風も無かったのでお釜のあたりを散歩、力のあ
るものは展望台まで遠征しました。夕食後は一
部屋に集合、用意したアルコールとつまみで学
生時代に戻って時間無制限に議論、談笑とな
り、いつの間にか寝てしまいました。16日、大
野天風呂に入り、朝食後、草津の湯畑と温泉街

を散策し、客寄せ用に配られる温泉饅頭を頬張
りながら、11時ごろから各地に出るバスに乗っ
て流れ解散となりました。有意義な旅行会でし
た。次回もやってくれということになっていま
す。（米田記）

卒業生近況

応化3305会（草津温泉旅行）

昭和47年度卒業の同期会（47年会）の開催報告
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　2006年度第41回ホームカミングデーが次の通
り開催され、応化3305会会員は、卒業後、45年
目となり招待されました。当会より12名が参加
しました。クラス会や定期的な温泉旅行会など
で比較的に懇談する機会もありますが、大学で
久方ぶりに会う会員もおり大変懐かしい思い出
に浸り、更なる親交を暖める機会となりまし
た。また、大学の目覚しい変革に感嘆した次第
でした。

１月日 平成18年10月22日（日）
２場所 記念会堂及び大学本部
３出席者 井上征四郎、池田隆哉、池内晴彦、
石橋暉彦、児嶋啓三郎、小倉義弘、志村輝明、
関口正光、長谷川和正、細田拓、堀川義晃、
森川忠正、米田和夫（13名）
４懇談会 喫茶店ぷらんたん及び大隈庭園
５その他 何よりも一番驚嘆したことは、可愛

い孫娘の様なチアガールの応援団でした。 記
念会堂での久方ぶりの校歌の熱唱も涙の溢れ
ることを禁じえなかった会員も多かったよう
です。 文責（長谷川和正）

TOHBI会の名称でＯＢ会を開催しています。
　本年は、2006年11月18日（土）17:00～19:00
に理工レストランを会場にして開催し、卒業生
約60名、石井義孝助教授、研究室所属の学生を
含めて約100名の盛会となりました。
　まず、木野先生より学内および応用生物化学
研究室の現状、ついで宇佐美先生よりご自身の
現状について、それぞれお話をいただきまし
た。宇佐美先生は、東京ヘアメイク専門学校の
校長と佐伯栄養専門学校（佐伯学園）の副校長
としてご活躍中で、「早稲田大学にいるときよ
りも多くの時間、講義（授業）を行っていま
す」とのご発言で出席者を笑わせました。
　卒業生の亀井邦明氏（1965年学部、1967年修
士）に乾杯のご発声をいただき、その後は歓談
の時間に移行しました。

卒業生同士あるいは卒業生と学生の交流が活発
に行われ、学生２名によるマジックショーも交
えながら、あっという間に２時間が経過。最後は
校歌斉唱（３番まで）とエールで閉会としました。
　次回は2008年に、宇佐美先生の喜寿を祝う会
として開催の予定です。宇佐美・木野両先生は
もとより、ご参集いただいた卒業生各位、案内
の発送から会場の後片づけまで奔走してくれた
学生達全員に深く感謝しています。
 （文責：桐村　光太郎）

　応用生物化学研
究室（宇佐美昭次
名誉教授、木野邦
器教授、桐村光太
郎教授）では、約
２ 年 に １ 回、

応化3305会（昭和37年卒業）ホームカミングデー

TOHBI会開催

懇親会で
宇佐美先生を囲んで
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　三菱化学（ＭＣＣ）グループには、約70人の
最多の応化卒業生がいる。
　企業ガイダンスへの掲載や応化会活性化の動
きを受け、昨年ＭＣＣ内応化会発足会をスター
トさせたが、この度現役最古参の堤氏（1967年 
城塚研）の関連会社社長退任慰労と宮坂さん
（平沢研・Ｄ）の4月入社祝いを兼ねて新年会を
開いた。
　１月19日（金）夜日本橋での開催で、現役諸
君の出席が少なかったものの９名の参加を得
て、歳の差最高40をものともしない和気藹々の
一席を持った。
　宮坂さんの「入社する以上トップを目指す」
というＭＯＴ実践の意欲溢れた挨拶を受け感銘
すると共に、現役、退役ＯＢ共々新年に向い、
ベストを尽くす決意を新たにした。
　最後に長谷川広報委員長から、会費払い込み
の徹底と奨学金への協力が要請された。
 （文責 岡本明生（新14））

出席者：
岩田　惇 （1961年卒、宇佐美研究室）
長谷川　和正 （1962年卒、森田研究室）
岡本　明生 （1964年卒、森田研究室）
堤　正之 （1967年卒、城塚研究室）
保谷　敬夫 （1969年修士課程修了、篠原研

究室）
五十嵐　了 （1970年修士課程修了、篠原研

究室）
浜名　良三 （1981年修士課程修了、森田・

菊地研究室）
廣戸　健一郎 （1987年修士課程修了、酒井研

究室）
宮坂　悦子 （2007年博士課程修了見込み、

平沢研究室、同年、三菱化学
入社）

　早稲田応用化学会活性化プロジェクトの一環
として、2004年12月４日（土）「早稲田応用化
学会品川囲碁クラブ月例会」を開設し、以後毎
月第一土曜日午後を定例日として運営して、今
日にいたっております。場所は、品川駅から徒
歩１分の秀和品川ビル２階にあります。囲碁を
通じて、会員（OB、学生、先生方）相互の有
機的交友を深めていくため、多数の囲碁ファン
のご来場をお待ちしております。初心者大歓迎
です。ご気楽にお立ちよりください。

「品川囲碁クラブ」
場所：東京都港区高輪3-26-33秀和品川ビル２

階、JR品川駅及び京浜急行品川駅下車
徒歩一分。

第一京浜国道沿い、ホテルパシフィックメリデ
ィアン東京前。

営業時間：平日午後12時～21時、
　　　　　土曜日12時～19時。

席亭：鶴丸一彦（新13回生、石川研出身）。
電話：03-3449-7508。
Email：kazuhikot@blue.ocn.ne.jp
月例会：応化会月例会：原則毎月第一土曜日：
囲碁・懇親会18時から（実費負担）。
入会費500円、プレイ費800円/日。

平成19年例会日程
 １月　１月６日（土）（済） ７月　７月７日（土）
 ２月　２月３日（土）　　８月　８月４日（土）
 ３月　３月３日（土）　　９月　９月１日（土）
 ４月　４月７日（土）　　10月　10月６日（土）
 ５月　５月５日（土）　　11月　11月３日（土）
 ６月　６月２日（土）　　12月　12月１日（土）

（尚、年間日程については若干変更があること
もありえます。又、温泉地での合宿囲碁も計画
しています。）
 （文責 下井 将惟（新13））

「早稲田応用化学会品川囲碁クラブ」ご案内

三菱化学グループ内早稲田応化会新年会開催の報告
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今の若者には無い日本男児の男らしさと凛々し
さを感じ、まさしく感動の一場面であったよう
に思います。
　大学選手権では残念ながら決勝戦で敗れてし
まい、彼の心情を察するに思い余るもの大で
す。卒業後は社会人になられるそうですが、ど
のような道を歩まれて行こうとも、応用化学科
で学ばれたこと、早稲田ラグビーで学ばれたこ
とを、誇りに思って真っ直ぐに歩んで行かれる
ことを、ラグビーを愛する一先輩として強く望
む次第です。

後藤彰友選手より、手記が寄せられましたので
紹介します。

んに誘われたのがきっかけでした。『ラグビー
というスポーツを通じてできた仲間は一生の友
になる』この言葉を聞いて迷っていた心はすぐ
に消え去り、この日から私のラグビー人生はス
タートしました。
　高校では３年時に全国大会に出場することが
できましたが、１回戦で敗れてしまいました。
全国のレベルの高さを痛感したと同時に負けた
ことがとても悔しかったです。
　運良く希望していた早稲田大学の応用化学科
に合格することができ、ちょうどその年には早
稲田大学のラグビー部は13年ぶりに日本一にな
っていました。
　私は大学でラグビーをするかどうか悩んでい
ましたが、負けた悔しさから、『このままでは
終われない』と思い、早稲田大学ラグビー部に
入部して日本一になることを決心しました。
　早稲田に入学してラグビーで日本一になるこ
とを目指す。しかし、大前提にあるのは私が学
生であること。早稲田に入った以上、片方だけ

　はじめまして。応用化学
科４年のラグビー蹴球部に
所属している後藤彰友で
す。
　まず、私がラグビーを始
めたきっかけは私の母校で
ある千種高校ラグビー部の
大先輩の俳優、舘ひろしさ

場でのことでした。「早稲田スポーツ新聞」に、
怪我で欠場の東条主将に代わって「後藤選手」
がゲームキャプテンをして、その姿の大きな写
真とプロフィールが大きく出ており、彼が応用
化学科所属であることを始めて知り、大きな驚
きとともに大きな喜びでいっぱいになりまし
た。
　あの厳しい早稲田ラグビー部に応用化学科の
学生がいることなど考えられませんでしたし、
さらに副将を務めているなど全く想像すら出来
ないことでした。
　ポジションはラグビーの基盤となるFWの要
である「ロック」の５番、地味な存在ながら知
力体力の要るチームのキーとなる役割です。
（画像をクリックすると拡大表示されます。写
真は1月2日大学選手権準決勝　対京産大戦　Ｎ
ＨＫＴＶから。背番号５が後藤選手）
　今から遡ること40年以上前の学生時代の早稲
田ラグビー全盛の時から応援をし、観戦をして
きましたが、早稲田ラグビー部は単なるラグビ
ーという競技だけの肉体的な鍛錬をするだけで
なく、もっと大きな人間性を高める世の中に通
用し貢献する人間を創って行くということが大
きな底流にあるように感じられます。
　このような環境の中で育てられてきた「後藤
彰友選手」、身長184ｃｍ、体重97ｋｇと大きな
身体で、学業に励み、厳しいラグビー部の鍛錬
を受け、素晴らしい人間性を持った男であるよ
うに思われます。
　大学選手権２回戦の厳しい試合の慶応戦を勝
った後の秩父宮グランドの最前列のフェンスか
ら、戦い終わった後藤選手の姿を遠くからしか
目にすることの出来なかったが、その姿と顔は

　早稲田ラグビーの
副将を務める後藤選
手が、応用化学科所
属の選手であること
を知ったのは、今季
のラグビー対抗戦の
早明戦での国立競技

石上　尚希
（昭和39年卒・新14回）2007.1.25
早大ラガー・応用化学科
　後藤彰友選手にエールを!!

会員短信

私の応化生活
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川村　容子さん（新56）
　川村容子さんは、2006年３月応用化学科を卒
業し、2007年４月から、教育学部　小林敦子教
授（*） の指導の下、大学院に進学します。そ
こでは、国際的な教育支援や人道支援について
研鑽します。川村さんは、旧ソ連小国、モルド
バ共和国（ウクライナとルーマニアに囲まれた

国：恋のマイアヒがヒットしたO-ZONEの祖
国）を支援する「モルドバ復興支援協会」（**）
に属し、モルドバ共和国内で貧しい子供の支援
に意欲的に、生き生き活動しています。
その様子は、最近TBSラジオでも紹介されまし
た。
　川村容子さん（談）「ラジオの放送内容の文

うまくいっても意味がない。と思い、妥協せず
に文武両道を４年間やり通すことを自分自身に
誓いました。
　ラグビー部の練習は、火曜日から金曜日まで
は毎日16時から、土日は試合でオフは月曜日だ
けでした。平日は16時から練習なので部員は基
本的には３限の授業までしか出席することがで
きません。
　私たちにとって練習を休むことは致命的で、
全国の強豪校から集まった約140名で日々激し
いレギュラー争いを繰り返しています。
　ラグビー部の方針はもちろん授業優先なの
で、練習を休みたくなかったらできる限り自分
で３限までの時間割を組むことしかありません
でした。
　しかし応化は毎週２～３回の実験があり１週
間の半分もの練習を休まなければいけませんで
した。それに実験のレポートも期限までに提出
しなければいけませんでした。練習を休んだせ
いでレギュラーを外されることもありました。
レポートが大変で練習がおろそかになってしま
っていた事もありました。
　正直、両立するのは無理だと自分に言い訳し
て逃げ出してしまいたい時も何度かありました
が、そんな状況をいつも助けてくれたのは応化
の仲間でした。テスト前になると、テスト対策
ミニ合宿を開いてくれたり、レポートでわから
ない事があると、電話やメールで丁寧に教えて
くれたり、練習でどうしても授業に出られなか
った時にはノートをコピーしてくれたり、また
試合がある時はグランドまで応援に来てくれた
り、言い出したらキリが無いくらい助けてもら
いました。この場を借りてお礼を言いたいで
す。本当にありがとうございました。
　そんな仲間にも恵まれて、今、自分がいる環
境から目を背けるのではなく、毎日練習してい

るライバルの練習時間の半分の時間で、自分の
できる限りを尽くして毎日勝負するしかない。
と開き直って、勉強にラグビーに励むことがで
きました。
　その結果、２年、３年時に大学日本一を達成
することができました。今年は残念ながら決勝
戦で敗れてしまい準優勝に終わってしまいまし
たが、この負けをこれからの人生の糧として頑
張っていきたいと思っています。
　社会人になってもラグビーを続ける予定なの
で、早稲田のラグビー部から学んだこと、応用
化学学科から学んだことを生かしてまた新たな
世界で勝負していきたいと思います。
　後藤彰友選手のプロフィール→こちら

　10月22日に早稲田ホームカミングデー（卒後
35年）で母校を訪れました。秋晴れの好天下、
キャンパス内に設けられた出店を冷やかした
り、解放された大隈庭園の芝生に座り込み祝い
酒をタップリ堪能させていただきました。十年
後の元気な姿を先輩諸氏の中に見付け、もう一
踏ん張り仕事に精出すエネルギーを貰いまし
た。楽しい日曜でした。ありがとう、早稲田 !!

里見　多一
（昭和47年卒・新22回）2006.10.31

様々な分野で活躍する卒業生
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章は以下のアドレスにアップされています。も
しよろしければ、ご覧いただければ幸いです。」
h t t p : / / w w w . t b s . c o . j p / r a d i o / n p /
human/20060805.html

応用化学以外の分野でも、活躍する卒業生、お
もわず応援したくなります。
 （記）　応化　平沢　泉

＊　小林敦子教授ののプロフィール：
http://www.waseda.jp/student/shinsho/
html/66/6605.html

＊＊モルドバ復興支援協会
http://www.interq.or.jp/white/mirage-k/
Moldova.htm

　拝啓　陽春の候　会員の皆様には、益々のご清栄のこととお喜び申し上げます。さて、定期総会
開催の時期になりました。講演会では、先進理工学部長　石山教授及び生命医科学科主任　武岡教
授にご講演をお願い致しました。また、昨年に引き続き総会前に、フォーラム2007「実践的ナノ化
学」を開催し、最近の研究動向をポスター展示し、諸先輩方にご覧いただきたいと存じます。また
会場にはコーヒーサロンも準備する予定ですので、ＯＢ会、同期会などにもご利用下さい。　万障
お繰り合わせの上、御参加下さいますようご案内申し上げます。

　　日時：2007年５月28日（月）14時30分～20時
　　場所：理工学部大久保校舎　55号館
　　　　　http://www.waseda.jp/jp/campus/index.html
　　　　　http://www.waseda.jp/jp/campus/okubo.html
　　●フォ－ラム2007「実践的ナノ化学」14時30分～17時
　　　ポスター展示（55号館N棟１階大会議室）、
　　　オープンラボラトリー（65号館）
　　●総会、講演会　（55号館Ｎ棟１階大会議室及びＳ棟２階第３会議室）
　　　16時30分～17時20分　総会
　　　17時30分～18時30分　講演会「理工再編成と先進理工学部」

早稲田大学　先進理工学部長　石山敦士 教授
「生命医科学科について」
早稲田大学　生命医科学科主任　武岡真司 教授

　　●懇親会（55号館N棟１階大会議室）
　　　18時30分～20時：会費5000円

馬車 緑の絨毯

デイケア歓迎カザネフと私

2007年度応用化学会　総会･講演会･フォーラム2007
｢実践的ナノ化学」のご案内
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　皆様には日頃より応用化学会の運営につきご協力賜り厚く御礼申し上げます。
　皆様方には応化会の会費をお納め頂いていることご高承の通りですが、会費納入に際し「会費自
動支払制度」をご利用頂くと、会費納入に際し郵便局へお出かけ頂く必要もなく、且つ年会費が
2,850円となります。この際の「会費自動支払制度」への登録を応用化学会事務局を通してお願い
致します。本制度の特徴は以下の通りです。
（１）毎年4月18日に自動的に指定口座から引落しとなります。
（２）全国の都市銀行、主要な地方銀行、信託銀行及び全国郵便局等の口座から自動支払が利用

頂けます。
（３）本制度をご利用頂いた場合には、年会費は年額2,850円となります。
尚、手続きについては、事務局までご連絡下さい。
　応用化学会事務局　　TEL：03－3209－3211（内5253）
　　　　　　　　　　　FAX：03－5286－3892
　　　　　　　　　　　Eメール：oukakai@kurenai.waseda.jp

　会員から文書による個人情報の利用停止の請求があった場合は、次の取り扱いとします。希望の
場合は事務局にその旨、郵便・ファックス・電子メールのいずれかでご連絡ください。
１．会員名簿への掲載の停止
会員名簿には、会員種別・卒業年次・卒業研究室名・氏名（旧姓を含む）・自宅現住所・自宅電話
番号・自宅ファックス番号・勤務先名称・勤務先所属・勤務先電話番号・勤務先ファックス番号
が掲載されますが、会員種別･卒業年次･氏名以外の全部または一部の掲載を停止します。
２．他の会員への開示または提供の停止
他の会員から照会に対して、名簿掲載内容以外の個人情報（電子メールアドレスが該当）の開示ま
たは提供を停止します。

「会費自動支払制度」登録のお願い

個人情報保護の基本方針と細則制定の記事の補足

逝去者リスト
宮田　隆吉殿（旧17回）2003年3月
松岡　健一殿（旧11回）2005年3月24日
丸山　古　殿（新３回）2005年10月12日
深田　恂一殿（新17回）2005年11月1日
黒田　智二殿（新35回）2005年12月24日
日下部　勇殿（旧17回）2005年12月24日
椿　　孟　殿（旧31回）2006年５月22日
柳本　晄　殿（新16回）2006年8月17日
猿井喜一郎殿（有志会員）2006年11月13日
真下　剛志殿（新10回）2006年12月5日
尾立　維恒殿（旧19回）2006年12月10日
湯本　貢　殿（新26回）2006年12月31日

莇　益太郎殿（旧17回）2007年１月6日
栗山　秀弥殿（旧22回）2007年２月13日
廣郡　亮一殿（新20回）2004年月日不明
澤井　要　殿（旧27回）2005年月日不明
坂原　研二殿（新21回）逝去日時不明
福田　健二殿（工９回）逝去日時不明
三田村　明殿（新23回）逝去日時不明
三田村譲嗣殿（新33回）逝去日時不明
瀬川　育雄殿（新22回）逝去日時不明
高橋　孝一殿（新22回）逝去日時不明
原田　秀俊殿（新22回）逝去日時不明



　暖冬である。なにを今更と言われそうだが、妙なところで
痛感している。
　自宅の軒下に置いてある幾つかの水槽に、千匹近いメダカ
を飼っている。
　例年なら数回、場合によっては十数回、水槽に結構厚い氷
が張るのだが、今年は一度も氷が張らない。寒い日の朝は、
メダカが腹を見せたりしながらくるくると動き回るのだが、
そんな振る舞いもほとんど見かけない。氷が張ると、朝起き
て餌をやるときに割って取り除くのだが、かなり冷たい。今
年はそんな思いもしなくても済んでいる。
　大学の周りも暖かい。受験シーズンの折、受験生が寒そう
にしている様子もない。受験生も例年以上に多いとみえ、と
てもにぎやかだ。大学に対する社会の期待の高さを痛感す
る。この暖かさが続くと、入学式どころか、卒業式には桜が
散っているかもと学内で話し合っている。
　昨年は世間を騒がせて、世間の冷たい視線にさらされてき
た。まだまだ、後始末が残されているが、ようやく学内にも
落ち着きが見られはじめている。
　今回のことを教訓に、世間から非難されない仕組み作りが
欠かせない。寒い冬もいずれは春を迎える。暖冬の小春日和
の穏やかを大事にしたいと思うこのごろである。
 （藤本　暸一）
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